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The Four-Way Test
Of the things we think, say or do
     1.  Is it the TRUTH ?
     2.  Is it FAIR to all concerned ?
     3.  Will it build GOOD WILL and BETTER FRIENDSHIPS ?
     4.  Will it be BENEFICIAL to all concerned ?
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RI会長メッセージ

ロータリーの礎は「つながり」です。若い弁護士とし
てシカゴにやって来たポール・ハリスがロータリーを創
設した最大の理由、それは見知らぬ街でほかの人たちと
「つながる」ことでした。それから１世紀以上が経った
今、私たちの周りには、ポール・ハリスの時代には想像
もできなかったような友情とネットワークを築くための
方法が数多く存在します。それでも、ロータリーにおけ
る「つながり」は独特であり、ほかに類を見ません。
国際ロータリーには、地域社会とつながり、職業の
ネットワークを広げ、強くて末永い関係構築ができる確
固とした使命と構造があります。会員による数多くのプ
ロジェクトやプログラム、ポリオ撲滅活動におけるロー
タリーのリーダーシップ、国連との協力などを通じ、私
たちはグローバルコミュニティとつながっています。私
たちの奉仕活動は、同じ価値観を共有し、より良い世界
のために行動したいと願う人びとの結びつきをもたらし
ます。また、ロータリーがなければ出会うことがなかっ
た人びと、共通の考えを持った人びと、私たちの支援を
必要とする人びととつながり、世界中の地域社会で人生
を変えるような活動を行うことを可能にしています。
21世紀の新たな10年の始まりに、私たちはロータリー
の未来を形作っています。2019-20年度、ロータリーは新
しい戦略計画を実行に移し、規定審議会が採択した革新
性に応え、より活性化された重点分野において活動しま
す。しかし、ロータリーの未来を形作る本当の場所はク
ラブです。刻々と変化する現実に対応するために、ロー
タリーはクラブに注力していかなければなりません。
クラブはロータリーでの経験の中心部ですが、今では
クラブのあり方をより創造的かつ柔軟性をもって決める
ことができます。これには例会の方法や、何をもって例
会とするかを検討することも含まれます。会員増強のア

プローチにおいては、組織立った戦略的・革新的な方策
が必要です。そうすることで、地域社会とのより広く、
深いつながりができるだけでなく、より多様な会員に魅
力を感じてもらい、積極的な参加を促すことができるで
しょう。
実際のところ、ロータリーは家族です。そうであるに
も関わらず、会員組織の構造やリーダーシップの要求な
どがあることで、今日の若い職業人にとってはロータ
リーが手の届きにくい存在となっているようです。ロー
タリーは、家族との時間を犠牲にするのではなく、家族
との時間を補うような経験を提供する場である必要があ
ります。クラブが温かく、みんなを受け入れるような雰
囲気があれば、家族と奉仕活動は両立でき、家族志向の
若い職業人にロータリー奉仕や市民としての参加の機会
を提供できます。また、ロータリーの役職に対する期待
事項を、多忙な職業人にあわせて現実的かつ管理可能な
ものとすることで、将来ロータリーのリーダーとなる次
世代のロータリアンのスキルを高め、ネットワークを築
くことができるでしょう。
2019-20年度には、「ロータリーは世界をつなぐ」の
テーマの下、ロータリーの奉仕を通じて、有能で思慮深
く、寛大な人びとが手を取り合い、行動を起こすための
つながりを築いてまいりましょう。

ロータリーは
世界をつなぐ

Decaturロータリークラブ所属。アラバマ州（米国）出身。
税法、遺産、農業法を専門とする　Blackburn,　Maloney,　and　Schuppert法律事務所の社長であるマローニー氏は、米国南東部・中西部の大手農場経営者の
顧問弁護士であるほか、米国弁護士協会の農業関係委員会の委員長を務めています。また、米国弁護士協会とアラバマ州弁護士協会、アラバマ州法律協会
の会員です。
地元ジケーターでも熱心に活動し、自身が所属する教会の財務委員長と地元カトリック学校理事長のほか、Community　Foundation　of　Greater　Decatur
会長、Morgan　County　Meals　on　Wheels会長、United　Way　of　Morgan　County理事、Decatur-Morgan　County商工会議所の所長を務めています。
1980年にロータリークラブ入会し、以来、RI理事、財団管理委員と副管理委員長、ジョナサン・マジィアベ2003-04年度会長のエイドを務めました。
また、規定審議会の議長と副議長、運営議事手続きの専門家、研修者のほか、2004年大阪国際大会委員会のアドバイザー、2014年シドニー国際大会の委員長
も務めました。
ガバナーとなる前には、研究グループ交換のリーダーとしてナイジェリアに赴いた経験もあります。
ロータリー財団関連では、未来の夢委員長、ロータリー財団地域コーディネーター、財団研修セミナーのモデレーター、恒久基金米国アドバイザー、平和
センター委員、WASH（学校での水・衛生）委員会のアドバイザーを歴任しました。
同じ法律事務所の弁護士であり、ジケーター・ロータリークラブの元会長でもあるガイ夫人とともに、ポール・ハリス・フェロー、メジャードナー、遺贈
友の会会員となっています。

2019－20年度国際ロータリー会長
マーク・ダニエル・マローニー

マーク・ダニエル・マローニー　氏
Profile
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ガバナー就任にあたって

Enjoy Rotary ロータリーを楽しもう
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Rotary Connects The World

ロータリーは世界をつなぐ
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矢野宗司直前ガバナーへの謝辞

Governor  Profile
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2019-20年度　会長賞
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ガバナー公式訪問日程表

日 曜 型 クラブ名

7月

1 月

2 火

3 水

4 木

5 金

6 土

7 日

8 月

9 火

10 水

11 木

12 金

13 土

14 日

15 月

16 火

17 水

18 木 N 加古川中央

19 金

20 土

21 日

22 月

23 火 N 加 古 川

24 水

25 木 N
B'
伊 丹
宝塚武庫川

26 金 N 西 宮 夙 川

27 土

28 日

29 月 B' 神 戸 南

30 火 N 姫 路

31 水

日 曜 型 クラブ名

8月

1 木 N 神 戸 西 神

2 金 N 高 砂

3 土

4 日

5 月 N 宝 塚

6 火

7 水 N 明 石

8 木 B' 明 石 東

9 金

10 土

11 日

12 月

13 火

14 水

15 木

16 金

17 土

18 日

19 月 N 姫 路 南

20 火 N 洲 本

21 水 N 神 戸 須 磨

22 木

23 金

24 土

25 日

26 月

27 火 N 尼 崎 西

28 水 N
C
甲 子 園
尼 崎 中

29 木

30 金 N 川 西

31 土 N' 伊 丹 有 明

日 曜 型 クラブ名

9月

1 日

2 月 N 西 脇

3 火 N 西 宮

4 水 N 生 野

5 木 N 赤 穂

6 金 N 三 木

7 土

8 日

9 月 N 尼 崎

10 火 N 三 田

11 水 N 篠 山

12 木

13 金 N' 柏 原

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水 N 相 生

19 木 C 神 戸 垂 水

20 金 N 南 淡 路

21 土

22 日

23 月

24 火 N 明 石 北

25 水 N 小 野 加 東

26 木 C 三 田 南

27 金

28 土

29 日

30 月 N 芦 屋 川

日 曜 型 クラブ名

10月

1 火 N' 川西猪名川

2 水 N 姫 路 西

3 木 N 淡 路 三 原

4 金

5 土

6 日

7 月 B' 姫 路 東

8 火 N 北 条

9 水

10 木 N 龍 野

11 金 N 尼 崎 北

12 土

13 日

14 月

15 火 N 神 戸 東

16 水 N 津 名

17 木 N 神 崎

18 金 N 上 郡 佐 用

19 土

20 日

21 月 N 神 戸 東 灘

22 火

23 水 N 尼 崎 東

24 木

25 金 N 豊 岡

26 土

27 日

28 月 C' 三木みどり

29 火 N
C
神 戸 ベ イ
神 戸 六 甲

30 水 N 高 砂 青 松

31 木 N 姫 路 中 央

タイプ 会長・幹事懇談会 例会
A 　8：00～　9：00 　7：00～　7：45

N* 11：05～12：05 12：20～13：20

N 11：15～12：15 12：30～13：30

N' 11：45～12：45 13：00～14：00

タイプ 会長・幹事懇談会 例会
B 16：15～17：15 17：30～18：30

B' 16：45～17：45 18：00～19：00

C 17：15～18：15 18：30～19：30

C' 17：45～18：45 19：00～20：00

D 18：00～19：00 19：15～20：00

日 曜 型 クラブ名

11月

1 金

2 土

3 日

4 月

5 火 C 神 戸 中

6 水 C' 宝 塚 中

7 木 N 尼 崎 南

8 金

9 土

10 日

11 月

12 火 N* 香 住

13 水 N 芦 屋

14 木 N 西宮恵美寿

15 金

16 土

ロータリー 
研 究 会・
他 RI 行 事

17 日

18 月

19 火

20 水

21 木

22 金

23 土

24 日

25 月

26 火 N 豊岡円山川

27 水 C' あわじ中央

28 木 C 伊丹昆陽池

29 金 N 神 戸 西

30 土

日 曜 型 クラブ名

12月

1 日

2 月

3 火

4 水

5 木

6 金

7 土

8 日

9 月

10 火

11 水 N 加古川平成

12 木 N 和 田 山

13 金 HYOGO REC

14 土

15 日

16 月

17 火

18 水 D 西宮イブニング

19 木 A
N

神戸モーニング 
神 戸

20 金

21 土

22 日

23 月

24 火

25 水

26 木

27 金

28 土

29 日

30 月

31 火
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公式訪問はガバナーにとって最も重要な任務の１つです。

ガバナー補佐が、公式訪問の２～３週間前にクラブ協議会に参加し、クラブの現況をガバナーに報告し

ます。

その報告により、ガバナーが公式訪問し、次のような項目を実施します。

１．会長・幹事懇談会で、クラブの現況やクラブの抱える問題点を協議する。

２．例会での卓話を通じて、奉仕の理想やRIテーマを語り、会員とのコミュニケーションを深める。

３．会長・幹事懇談会や卓話の中で、ガバナーの行動方針等を確認する。

ガバナー補佐の報告如何によっては、ガバナーが再度クラブ協議会開催を要請する場合もあります。

①書類送付について

下記の資料（№１～６）をご送付ください（クラブにて必ず控えを保管してください）。

１．クラブ現況報告書（クラブ年次報告書など）　　２．クラブ定款

３．クラブ細則　　４．充填、未充填職業分類一覧表　　５．クラブ週報（直近の２週間分）

６．公式訪問会場への交通案内図・最寄の駐車場地図
　　　（会長・幹事懇談会、例会場が異なる場合には、それぞれの会場名、所在地、電話番号、交通案内図をご送付ください）

※寄付目標・増強目標などを含め、次年度のクラブ情報を５月末までにロータリークラブ・セントラル

より入力してください。

公式訪問に関してのお願い

提出者

会長・幹事

提出先
ガバナー補佐

ガバナー（ガバナー事務所）

部　数
1　部
1　部

期　限
クラブ協議会の１週間前必着
公式訪問の２週間前必着

②会長・幹事懇談会

会議時間は例会開始前の約１時間として、出席者はクラブ会長・幹事とガバナー・随行者の４名のみを

予定しています。

③公式訪問例会

例会でのガバナーの卓話は25分程度を予定しています。

※大変恐縮ですが、公式訪問後の飲食のお誘い及び、お土産等のお気遣いは一切無用にお願い申し上げ

ます。
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RI関係・地区への送金および報告

１．各種送金
期　日 事　項 金　額 振込先 送金先 備　考

2019年７月1日
（前期）　

および

2020年1月1日
（後期）　

（1）人頭分担金
　　（7/1・1/1入会者含む）

半期34ドル
2016年規定審議会決定

RI日本事務局経理室
（写）ガバナー事務所

三井住友銀行　新宿通支店
普-6733244
国際ロータリー日本事務局

国際ロータリーよりメールにて
請求書が送られます
請求書記載通りに振込みください

送金時のロータリーレートを
ご確認ください

（2）比例人頭分担金
　　（毎月2日以降入会者）

［34÷6×在籍月数］ドル
（入会翌月より起算）

（3）規定審議会分担金 前期のみ1.0ドル
（7/1会員数）

（4）ザ･ロータリアン（英文）
　　購読料（購入希望者のみ） 半期12ドル

（5）ロータリーの友購読料 半期1,296円 一般社団法人
ロータリーの友事務所

三井住友銀行　浜松町支店
普-7450015
一般社団法人ロータリーの友事務所

中途入会者は月額1部216円
にて計算ください

（6）ロータリー財団への寄付
　

公益財団法人ロータ
リー日本財団への寄
付：年次基金・その他の
基金および恒久基金等
個人および法人か
らの寄付は税制上
の優遇措置の対象・
書式Aを使用

RI日本事務局経理室
三井住友銀行　赤羽支店
普-3978101
公益財団法人ロータリー日本財団

指定書式をご使用ください

（7）公益財団法人ロータリー 
　　米山記念奨学会への寄付 
　　（但し特別寄付は随時可）

半期2,000円以上
（各クラブにて決定）

公益財団法人ロータリー
米山記念奨学会

三井住友銀行　京橋支店
普-0920373
公益財団法人
ロータリー米山記念奨学会

その都度 RI文献の申込み RI日本事務局資料室
三井住友銀行　新宿通支店
普-6733244
国際ロータリー日本事務局

料金は前払い
英文の文献も取寄せ可能

2019年７月1日
（前期）　

および

2020年1月1日
（後期）　

（8）地区資金 半期5,000円

ガバナー事務所
三井住友銀行　神戸営業部
普-9791353
国際ロータリー第2680地区
一般会計

中途入会者は翌月より起算して
月額850円

（9）地区活動資金 半期2,000円 中途入会者は翌月より起算して
月額350円

（10）ガバナー月信 半期1,100円 中途入会者は翌月より起算して
月額200円

2019年7月1日
（前期のみ）　

（11）地区大会分担金 8,000円 2020年1月末日までの中途
入会者は全額

（12）地区VTT分担金 1,000円 2020年5月末日までの中途
入会者は全額

２．各種報告
期　日 事　項 報告先 備　考

2019年７月1日
（前期）　

および

2020年1月1日
（後期）　

クラブ請求書発行のための会員情報報告確認
RI本部 My ROTARYオンライン報告

会長 ･ 幹事あるいは事務局職員（会長が承認し登録されている場合）

ガバナー事務所 地区Web管理システムによるオンライン報告

毎月 会員数 ・ 出席率報告 ガバナー事務所 翌月15日までにオンラインフォーム入力

2020年
2月1日までに

次年度会長・幹事の決定報告 RI本部 My ROTARYオンライン報告
会長 ･ 幹事あるいは事務局職員（会長が承認し登録されている場合）

次年度クラブ情報アンケート
（次年度会長 ・ 幹事、クラブ事務所、例会場住所確認、
クラブ周年行事等）

ガバナー事務所 地区Web管理システムによるオンライン報告

2020年
4月30日までに

国際大会信任状（投票代議員カード）
（クラブが国際大会に代議員または補欠を派遣しない
場合、地区内クラブの大会出席者に委任可能）

ガバナー事務所 国際ロータリーよりメールにて所定用紙が送られます

その都度

入会 ・ 退会 ・ 住所 ・ 職業分類 ・ その他の変更
RI本部 My ROTARYオンライン報告

会長 ･ 幹事あるいは事務局職員（会長が承認し登録されている場合）

ガバナー事務所 地区Web管理システムによるオンライン報告

会長 ・ 幹事 ・ クラブ役員の変更

RI日本事務局
ガバナー事務所
ロータリーの友事務所

My ROTARYオンライン報告
会長 ･ 幹事あるいは事務局職員（会長が承認し登録されている場合）
地区Web管理システムによるオンライン報告

事務所 ・ 例会（場所 ・ 日時）の変更 地区Web管理システムによるオンライン報告

新クラブ ・ インターアクトクラブ ・ ローターアクトクラ
ブの誕生

クラブ活動状況報告および写真 ガバナー事務所
ロータリーの友事務所
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主要行事予定

地区行事
2018年 12月16日(日) 2019-20年度補助金管理セミナー

2019年 ２月17日（日） 2019年地区チーム研修セミナー

３月17日（日） 2019年会長エレクト研修セミナー（PETS）

５月11日（土） 2019年地区研修･協議会

６月８日（土） 会員増強セミナー

６月９日（日） 米山記念奨学生・学友交流会

６月９日（日） 2019-20年度インターアクト会長・幹事研修会

７月７日（日） 米山記念奨学セミナー

７月10日（水） 補助金管理説明会

７月14日（日） ローターアクト地区交流会

８月17日（土）
　～18日（日） 第37回インターアクト地区年次大会

９月７日（土） 米山カウンセラー・奨学生合同ミーティング

９月８日（日） アクトの日

９月29日（日） 2020-21年度第１回次期ガバナー補佐研修会

11月10日（日） 米山日本文化セミナー

11月23日(土･祝) 米山面接官オリエンテーション

12月１日(日) ロータリー研修デー

12月８日(日) 2020学年度米山記念奨学生面接選考会

12月15日(日) 2020-21年度第２回次期ガバナー補佐研修会

12月15日(日) 2020-21年度補助金管理セミナー

2020年 １月25日（土） 第22回発達障害理解のための基礎と実践講座

２月９日（日） 青少年交流会

２月16日（日） 2020年地区チーム研修セミナー

２月22日（土）　
　～23日（日） 地区大会

２月下旬 2021学年度米山記念奨学金説明会

３月８日（日） 2019学年度米山記念奨学生歓送会

３月15日（日） 2020年会長エレクト研修セミナー(PETS)

４月５日（日） 2020学年度米山記念奨学生･カウンセラーオリエンテーション

４月12日（日） ローターアクト指導者育成セミナー

４月29日（水・祝） 2020年地区研修・協議会

５月21日（木）
　～24日（日） 第42回RYLAセミナー

６月14日（日） ローターアクト地区年次大会

※予定は今後変更になる場合があります

国際ロータリー強調月間・行事
2019年 ７月13日（土） 第３ゾーン戦略計画推進セミナー

８月 会員増強・新クラブ結成推進月間

９月
基本的教育と識字率向上月間

ロータリーの友月間

10月
経済と地域社会の発展月間

米山月間

10月７日を含む１週間（月～日曜日） ロータリー学友参加推進週間

11月 ロータリー財団月間

11月５日を含む１週間（月～日曜日） 世界インターアクト週間

11月16日（土）～19日（火）第48回ロータリー研究会

12月 疾病予防と治療月間

2020年 １月 職業奉仕月間

１月27日を含む１週間 追悼記念週間

２月 平和と紛争予防／紛争解決月間

２月23日（日）
ロータリー創立記念日

世界理解と平和の日

３月 水と衛生月間

３月13日（金） 世界ローターアクトの日

３月13日を含む１週間（月～日曜日） 世界ローターアクト週間

４月 母子の健康月間

５月 青少年奉仕月間

６月 ロータリー親睦活動月間

６月６日（土）～10日（水）RI国際大会（ハワイ・ホノルル）

IM
尼　　崎グループ 2019年11月23日（土）

阪神第１グループ 2020年３月14日（土）

阪神第２グループ 2020年２月29日（土）

阪神第３グループ 2020年２月８日（土）

神戸第１グループ 実施なし

神戸第２グループ 2020年２月15日（土）

東播第１グループ 2019年11月30日（土）

東播第２グループ 2020年２月８日（土）

東播第３グループ 2020年２月８日（土）

淡　　路グループ 2020年２月２日（日）

西播第１グループ 2020年３月７日（土）

西播第２グループ 2019年11月２日（土）

但　　馬グループ 2019年11月24日（日）
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地区内ロータリークラブ一覧表

尼　崎 藤井　一成
大村　竜一

660- 
0882

尼崎市昭和南通3-1 尼崎第２松本ビル３階
amagasakirc@hcc1.bai.ne.jp

06-6411-1200
06-6411-4340

〒660-0881 尼崎市昭和通3-96 
　尼崎商工会議所７階

06-6411-2251
06-6413-1156 月 12:30

尼崎北 下境田耕治
野上　英則

660- 
0881

尼崎市昭和通2-7-1 ニューアルカイックビル１階
anrc@amagasakinorthrotaryclub.org

06-6481-4595
06-6481-4755

同　　左
  都ホテル尼崎２階

06-6488-7777
06-6488-0700 金 12:30

尼崎東 森本　吉昭
三田　恭男

660- 
0882

尼崎市昭和南通3-1 尼崎第２松本ビル３階
amerc@hera.eonet.ne.jp

06-6411-1200
06-6411-4340

〒661-0976 尼崎市潮江1-4-1 
　ホテルヴィスキオ尼崎

06-6491-8511
06-6491-8575 水 12:30

尼崎西 清川　浩志
吉岡　秀之

660- 
0881

尼崎市昭和通2-7-1 ニューアルカイックビル９階
amawest@crocus.ocn.ne.jp

06-6487-0090
06-6487-0091

同　　左
　都ホテル尼崎２階

06-6488-4777
06-6488-0711 火 12:30

尼崎南 黒田　佳治
徐　　幸一

660- 
0881

尼崎市昭和通2-6-68 尼崎市中小企業センター５階
amasrc@amagasaki-southrc.com

06-6401-7573
06-6401-7590

〒660-0881 尼崎市昭和通2-7-1 
　都ホテル尼崎２階

06-6488-7777
06-6488-0711 木

12:30

尼崎中 平井　裕子
二神　敏行

660- 
0881

尼崎市昭和通2-7-1 ニューアルカイックビル９階
amagasakinaka@poppy.ocn.ne.jp

06-6487-0125
06-6487-0091

同　　左
　都ホテル尼崎２階

06-6488-4777
06-6488-0711 水 18:30

伊　丹 田中　久雄
村上　　功

664- 
0895

伊丹市宮ノ前2-2-2 伊丹商工会議所内
icci19@itami.or.jp

072-773-1375
072-775-1223

〒664-0851 伊丹市中央6-2-33 
　伊丹シティホテル（期間：2019年６月 ～ 2020年３月）

072-777-1111
072-777-2312 木 12:30

川　西 三宅　圭一
鴨井　公司

666- 
0021

川西市栄根2-7-70 マルミヤ電化ビル３階 
kawanishi-rc@alto.ocn.ne.jp

072-757-5566
072-755-0785 同　　左

072-757-5566
072-755-0785 金 12:30

伊　丹
有　明

辻野　信博
岩﨑　健二

664- 
0895

伊丹市宮ノ前2-2-2 伊丹経営者協会内
ariake@muse.ocn.ne.jp

072-785-1551
072-773-2700

〒664-0851 伊丹市中央6-2-33
　伊丹シティホテル

072-777-1111
072-777-2312 土 13：00

川　西
猪名川

吉岡　康裕
中原　佳子

666- 
0011

川西市出在家町1-8 川西市商工会館１階
kawainar2@kagoya.net

072-757-8824
072-757-8824

同　　左
　川西市商工会館３階特別会議室

072-757-8824
072-757-8824 火 13:00

伊　丹
昆陽池

前田　治男
藤本　耕二

664- 
0012

伊丹市緑ヶ丘1-230-1
rotary@poporo.ne.jp

072-785-1300
072-785-1300

〒664-0851 伊丹市中央6-2-33
　伊丹シティホテル

072-777-1111
072-777-2312 木 18:30

西　宮
イブニング

梅原可奈子
松嶋　洋子

663- 
8114

西宮市上甲子園1-8-10　藤崎方
nishi.eve.rc@gmail.com

0798-20-0217
0798-20-0217

〒663-8204 兵庫県西宮市高松町4-8
　プレラにしのみや4階 西宮市男女共同参画センター「ウェーブ」

0798-64-9495
0798-64-9496

第１･２･４
水 19:15

西　宮 早瀬　利典
遠藤　　剛

663- 
8166

西宮市甲子園高潮町3-30 ホテルヒューイット甲子園内
nrc@silver.ocn.ne.jp

0798-48-4900
0798-48-4811

同　　左
　ホテルヒューイット甲子園

0798-48-1111
0798-48-5111 火 12:30

芦　屋 天王寺谷貴
杉山　清和

659- 
0092

芦屋市大原町10-1 ホテル竹園芦屋 2階202号
ashiyarc@sweet.ocn.ne.jp

0797-31-0729
0797-31-1316

〒659-0092 芦屋市大原町10-1
  ホテル竹園芦屋

0797-31-2341
0797-23-2656 水 12:30

甲子園 木嶋　一二
中川　尚美

663- 
8166

西宮市甲子園高潮町3-30 ホテルヒューイット甲子園内
office@koshien-rotary.com

0798-44-5360
0798-44-5361

同　　左
　ホテルヒューイット甲子園

0798-48-1111
0798-44-5361 水 12:30

西　宮
夙　川

中作　良成
中村　修己

663- 
8166

西宮市甲子園高潮町3-30 ホテルヒューイット甲子園内
shukurc@globe.ocn.ne.jp

0798-48-4900
0798-48-4811

同　　左
　ホテルヒューイット甲子園

0798-48-1111
0798-48-5111 金 12:30

芦屋川 山内　祥弘
小柴　健二

659- 
0093

芦屋市船戸町4-1-311 ラポルテ本館3階
mail@ashiyagawa-rc.org

0797-22-0084
0797-22-0043

〒659-0092 芦屋市大原町10-1
  ホテル竹園芦屋

0797-31-2341
0797-32-0777 月 12:30

西　宮
恵美寿

伊藤八重子
伊賀　俊行

663- 
8166

西宮市甲子園高潮町3-30 ホテルヒューイット甲子園内
office@ebisu-rotary.com

0798-44-5360
0798-44-5361

同　　左
　ホテルヒューイット甲子園

0798-48-1111
0798-44-5361 木

12:30

宝　塚 安藤　幹根
仲内　悦治

665-
0004

宝塚市梅野町1-46 宝塚ホテル420号室
takarazuka-rc@jeans.ocn.ne.jp

0797-87-1151
0797-84-4141

同　　左
　宝塚ホテル

0797-87-1151
0797-87-9833 月 12:30

三　田 松原　弘幸
脇田　昌和

669-
1531

三田市天神1-5-33 三田市商工会館204
sanda-rc@piano.ocn.ne.jp

079-563-3666
079-563-3667

〒669-1321 三田市けやき台1-11-2
　ザ・セレクトンプレミア神戸三田ホテル

079-564-1101
079-564-1107 火 12:30

篠　山 河合　岳雄
石井　祥平

669-
2331

丹波篠山市二階町58 丹波篠山商工会館３階 
sasayama@member.ri2680.org

079-552-5656
079-552-5685

同　　左
　丹波篠山商工会館３階

079-552-5656
079-552-5685 水 12:30

柏　原 足立　成人
荻野　泰男

669-
3309

丹波市柏原町柏原12 みなと銀行柏原支店２階
info@kaibara-rc.org

0795-72-2684
0795-72-2684

同　　左
　みなと銀行柏原支店２階

0795-72-2684
0795-72-2684 金 13:00

宝　塚
武庫川

西村　利秋
足立　英基

665-
0003

宝塚市湯本町2-7 三東マンション103号
takarazuka-mukogawa@clear.ocn.ne.jp

0797-87-4343
0797-87-4343

〒665-0004 宝塚市梅野町1-46
　宝塚ホテル

0797-87-1151
0797-87-9833 木 18:00

三田南 下山隆一郎
荻野　恭三

669-
1531

三田市天神1-5-33 三田市商工会館内
sanminami561-3560rc@onyx.dti.ne.jp

079-561-3560
079-561-3560

〒669-1525 三田市対中町5-21
　ももたろう

079-564-5888
079-563-7330 木 18:30

宝塚中 川添　裕照
田村　久子

665-
0845

宝塚市栄町1-17-8-2
tknaka@tknakarc.com

0797-83-1110
0797-83-1110

〒665-0004　宝塚市梅野町1-46
　宝塚ホテル

0797-87-1151
0797-87-9833 水 19:00

HYOGO
ロータリー
Eクラブ

長澤　友滋
児玉　貴春

665-
0003

宝塚市湯本町2-7 三東マンション103号
office@eclub.hyogo.jp

0797-87-4343
0797-87-4343 月  ネット上

神　戸 道満　雅彦
中内　　仁

650-
0046

神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル721号
office@koberotary.com

078-306-2525
078-302-2000

同　　左
　神戸ポートピアホテル

078-302-1111
078-302-6877 木 12:30

神戸東 須藤　雄二
吉田　　茂

650-
0042

神戸市中央区波止場町2-1 ホテルオークラ神戸内
office@kobe-east-rc.org

078-333-1818
078-333-1515

同　　左
　ホテルオークラ神戸

078-333-0111
078-333-3577 火 12:30

神　戸
東　灘

池尾　浩之
児玉　　健

658-
0032

神戸市東灘区向洋町中2-13 神戸ベイシェラトンホテル＆タワーズ４階
higashinadarc@seagreen.ocn.ne.jp

078-857-5518
078-857-5519

同　　左
　神戸ベイシェラトンホテル＆タワーズ３階北野

078-857-7000
078-857-7041 月 12:30

神戸南 須浪　道広
髙取　宏行

650-
0046

神戸市中央区港島中町6-10-1 神戸ポートピアホテル７階
eeminami@mbr.sphere.ne.jp

078-303-0878
078-303-0883

同　　左
　神戸ポートピアホテル

078-302-1111
078-302-6877 月 18:00

神　戸
六　甲

関　　通孝
山野　　仁

650-
0002

神戸市中央区北野町1-1 ANAクラウンプラザホテル神戸12階
rokko-rc@beach.ocn.ne.jp

078-291-1165
078-291-1164

同　　左
　ANAクラウンプラザホテル神戸９階

078-291-1121
078-291-1164 火 18:30

神　戸
ベ　イ

西山　勝敏
岩瀬　哲正

658-
0032

神戸市東灘区向洋町中6-9 神戸ファッションマート4階
rep@kobebayrc.com

078-857-8606
078-857-8607

〒658-0032 神戸市東灘区向洋町中2-13
　神戸ベイシェラトンホテル＆タワーズ３階

078-857-7000
078-857-7041 火 12:30

神戸西 西川　嘉延
福元　隆久

651- 
0086

神戸市中央区磯上通8-1-1 テッケンビル６階
kobe_nishi_ri2680@pure.ocn.ne.jp

078-221-3360
078-221-3361

〒650-8560 神戸市中央区波止場町2-1
　ホテルオークラ神戸

078-333-0111
078-333-3577 金 12:30

神　戸
須　磨

熊見　一郎
中右　剛彰

654- 
0021

神戸市須磨区平田町2-2-14 池尾ビル２階
sumarc@nifty.com

078-734-6600
078-734-6660

〒654-0068 神戸市須磨区西須磨字鉄拐７
　須磨観光ハウス　味と宿　花月

078-731-3751
078-731-3753 水 12:30

神　戸
垂　水

星島　一夫
橋本　正弘

655-
0012

神戸市垂水区向陽2-2-20 ボヌール向陽102
office@tarumi-rc.jp

078-708-1521
078-708-6066

〒655-0047 神戸市垂水区東舞子町18-11
　シーサイドホテル舞子ビラ神戸

078-706-3711
078-705-0749 木 18:30

神　戸
西　神

藤丸　信吾
田中　康之

651-
2273

神戸市西区糀台5-6-3 神戸西神オリエンタルホテル２階
info@kobeseishin.org

078-991-1000
078-991-1449

同　　左
　神戸西神オリエンタルホテル4階

078-992-8111
078-992-8106 木 12:30

神戸中 岩野　　昭
松本　考史

651-
0096

神戸市中央区雲井通5-3-1　サンパル７階B-２
info@kobenaka-rotary.com

078-265-6151
078-265-6152

〒650-0042 神戸市中央区波止場町2-1
　ホテルオークラ神戸

078-333-0111
078-333-3577 火 18:30

神　戸
モーニング

門脇　正英
村上　英樹

650-
0012

神戸市中央区北長狭通3-2-3 ニューグランドビル５階
kmrc2680@gmail.com

078-392-0775
078-392-0776

ニューグランドビル２階 
香港茶楼

078-392-0775
078-392-0776 木 7:00
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クラブ名 上 段 会 長
下 段 幹 事 〒 事　　務　　所

E-ma i l アドレス
上段 ＴＥＬ
下段 ＦＡＸ 例 　 会 　 場 上段 ＴＥＬ

下段 ＦＡＸ
例 会

曜日 時間

最終木曜のみ
18:30

第 1木曜日
18:30
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明　石 藤本　隆水
大野　博明

673-
0892

明石市本町1-1-32 明石商工会議所３階
akashirc@pure.ne.jp

078-911-1122
078-911-1144

〒673-0891 明石市大明石町2-1-1
　グリーンヒルホテル明石２階

078-912-2111
078-914-1974 水 12:30

明石東 阪田　真也
東　　　誠

655-
0047

神戸市垂水区東舞子町18-11舞子ビラ神戸430号室
akashihigashi-rc@cap.ocn.ne.jp

078-708-7674
078-708-7675

同　　左
　舞子ビラ神戸

078-706-3711
078-706-2212 木 18:00

明石北 吉川　　悟
岸本　泰浩

673-
0892

明石市本町1-1-32 明石商工会館３階
a-kitarc@pure.ne.jp

078-914-5934
078-911-1144

〒673-0016 明石市松の内2-2
　ホテルキャッスルプラザ

078-927-1700
078-925-3999 火 12:30

高　砂 脇谷　政孝
堀　　直樹

676- 
8558

高砂市高砂町北本町1104 高砂商工会議所内
takasago_rc@takasago-cci.or.jp

079-443-0500
079-442-0369

同　　左
　高砂商工会議所2階大会議室

079-443-0500
079-442-0369 金 12:30

加古川 枝川　潤一
大辻　利紀

675-
0064

加古川市加古川町溝之口800 加古川商工会議所会館５階
kakogawa@rotaryclub.ne.jp

079-423-0661
079-423-0677

同　　左
　加古川商工会議所会館４階大会議室

079-423-0661
079-423-0677 火 12:30

加古川
中　央

髙山　昭則
羽原　正善

675-
0064

加古川市加古川町溝之口800 加古川商工会議所会館５階
info@kakogawa-chuo-rotary.club

079-421-5152
079-421-5559

同　　左
　加古川商工会議所会館４階大会議室

079-421-5152
079-421-5559 木 12:30

高　砂
青　松

佐野　栄作
櫻井　宣孝

676- 
8558

高砂市高砂町北本町1104 高砂商工会議所内
seisho_rc@takasago-cci.or.jp

079-443-0500
079-442-0369

同　　左
　高砂商工会議所2階大会議室

079-443-0500
079-442-0369 水 12:30

加古川
平　成

鈴木　勝博
榊　　　誠

675-
0064

加古川市加古川町溝之口800 加古川商工会議所会館５階
heiseirc@basil.ocn.ne.jp

079-422-8000
079-422-8100

同　　左
　加古川プラザホテル1階ボールルーム

079-421-8877
079-421-6008 水 12:30

三　木 前田　静也
堀田　康郎

673-
0431

三木市本町2-1-18 三木商工会館３階
info@miki-rc.jp

0794-82-8880
0794-82-0909

同　　左
　三木商工会館４階大会議室

0794-82-8880
0794-82-0909 金 12:30

小　野
加　東

加納　純一
田中　隆夫

675-
1378

小野市王子町800-1 小野商工会館３階
info@rotary.onocci.or.jp

0794-63-3545
0794-63-7572

同　　左
　小野商工会館４階大会議室

0794-63-3545
0794-63-7572 水 12:30

北　条 田中　俊宏
内藤　正風

675-
2312

加西市北条町北条28-1 アスティアかさい1階
hojo-ro@yacht.ocn.ne.jp

0790-43-1666
0790-42-1940

〒675-2302　加西市北条町栗田12-2
　JA兵庫みらい北条富田支店２階

0790-42-2733
0790-42-2734 火 12:30

西　脇 永谷　　敏
来住　周亮

677-
0015

西脇市西脇990 西脇商工会議所内
nishiwaki-rc@hesocci.or.jp

0795-22-3901
0795-22-8739

〒677-0015　西脇市西脇991
　西脇ロイヤルホテル２階

0795-23-2000
0795-23-8604 月 12:30

三　木
みどり

池町　雄介
藤田　雅哉

673-
0431

三木市本町2-1-18 三木商工会館３階
midori-rc@extra.ocn.ne.jp

0794-82-7333
0794-82-7444

同　　左
　三木商工会館４階大会議室

0794-82-7333
0794-82-7444 月 19:00

洲　本 鵜飼　　徹
木戸　清隆

656- 
0025

洲本市本町4丁目5番3号 洲本商工会議所会館 ４階403号室 
sumotorc50@cup.ocn.ne.jp

0799-22-8915
0799-26-0101

〒656-0025　洲本市本町4-5-10 
　三井住友銀行洲本支店内３階

0799-22-8915
0799-26-0101 火 12:30

南淡路 南岳　利英
安部　則行

656-
0503

南あわじ市福良丙317 ホテル＆リゾーツ 南淡路
minamiawaji-r.c@juno.ocn.ne.jp

0799-53-1889
0799-53-1889

同　　左
　ホテル＆リゾーツ 南淡路

0799-53-1889
0799-53-1889 金 12:30

淡　路
三　原

登里　康生
日種　顯夫

656-
0462

南あわじ市市青木110-9 淡路信用金庫 市支店３階
awaji-mihara-rc@giga.ocn.ne.jp

0799-42-3299
0799-42-5005

同　　左
　淡路信用金庫 市支店3階

0799-42-3299
0799-42-5005 木 12:30

津　名 尾田　　丞
柏木　敏孝

656-
2131

淡路市志筑3117-12 淡路信用金庫 志筑支店３階
rc27tuna@hyper.ocn.ne.jp

0799-62-2375
0799-62-2375

同　　左
　淡路信用金庫 志筑支店３階

0799-62-2375
0799-62-2375 水 12:30

あわじ
中　央

児玉　和也
水上　良夫

656-
0131

南あわじ市広田中筋792-8
awajichuo-rc@zeus.eonet.ne.jp

0799-45-2345
0799-45-2345

〒656-0021　洲本市塩屋1丁目300-70
　タイム・アフター・タイム内

水 19:00

姫　路 米谷　啓和
佐藤　光明

670-
0932

姫路市下寺町43 姫路商工会議所新館２階
office@himeji-rc.org

079-222-7800
079-222-7802

同　　左
　姫路商工会議所新館５階501ホール

079-222-6001
079-222-7802 火 12:30

姫路南 田路　和男
成田　哲朗

670-
0962

姫路市南駅前町100　ホテル日航姫路601
info@himeji-minami-rc.com

079-224-8224
079-288-3941

同　　左
　ホテル日航姫路３階

079-222-2231
079-224-4144 月 12:30

姫路西 備谷　信哉
三宅　　敬

671-
2222

姫路市青山1464 青山開発㈱内
himeji-west@tiara.ocn.ne.jp

079-266-5533
079-266-7066

〒671-2223　姫路市青山南4丁目7-29
　ホテルサンシャイン青山2階

079-276-1181
079-277-4015 水 12:30

姫路東 和田　　正
松尾健一郎

670-
0932

姫路市下寺町43 姫路商工会議所新館３階
info@himeji-east-rc.com

079-288-6416
079-222-8256

同　　左
　姫路商工会議所本館702号室

079-222-6001
079-288-0047 月 18:00

神　崎 中塚　昌利
久斗　譲二

679-
2212

神崎郡福崎町福田116-1 福崎町商工会館３階
knzki-rc@jasmine.ocn.ne.jp

0790-22-2565
0790-22-7528

同　　左
　福崎町商工会館

0790-22-0558
0790-22-4354 木 12:30

姫　路
中　央

山本美比古
藤森　久嘉

670-
0043

姫路市小姓町35-1　船場西ビル212号
chuo@memenet.or.jp

079-269-9373
079-269-9380

〒670-0932 姫路市下寺町43番地 
　姫路商工会議所B1階 清交クラブロイヤルルーム

079-281-6800
079-224-2207

第１･３･５
木 12:30

赤　穂 木虎　知己
横山　淳平

678-
0239

赤穂市加里屋68-9 赤穂商工会館内
ako-rc@feel.ocn.ne.jp

0791-43-6388
0791-43-6667

同　　左
　赤穂商工会館４階大ホール

0791-43-2727
0791-45-2101 木 12:30

相　生 大西　恒祐
冨田　裕子

678-
0031

相生市旭3-1-23 相生商工会議所内
aioi-rc@aioicci.jp

0791-23-0144
0791-22-2290

同　　左
　相生商工会議所３階大会議室

0791-22-1234
0791-22-2290 水 12:30

龍　野 森崎　嘉章
冨田　哲雅

679-
4167

たつの市龍野町富永702-1 龍野商工会議所内
tatsuno-rc@tatsuno.or.jp

0791-63-4141
0791-63-4360

同　　左
　龍野経済交流センター１階

0791-63-4141
0791-63-4360 木 12:30

上　郡
佐　用

小林　　健
堤　　好美

678-
1233

赤穂郡上郡町大持278 上郡町商工会館内
kamigori@gold.ocn.ne.jp

0791-52-3710
0791-52-3833

同　　左
　上郡町商工会館内

0791-52-3710
0791-52-3833 金 12:30

豊　岡 田中　　洋
濱上　将巳

668-
0031

豊岡市大手町6-16
toyookarc@gmail.com

0796-24-2800
0796-24-1360

〒668-0027 豊岡市若松町2-9
　アールベルアンジェ豊岡

0796-26-2255
0796-29-1502 金 12:30

生　野 木村　嘉宏
武藤　光政

679-
3301

朝来市生野町口銀谷511 但陽信用金庫 生野本部２階
ikunorc@mxc.nkansai.ne.jp

079-679-3425
079-679-3425

〒679-3301 朝来市生野町口銀谷535
　但陽会館 東館

079-679-4375
079-679-4375 水 12:30

香　住 藤原　久嗣
吉岡　力男

669-
6544

美方郡香美町香住区香住104
kasumi-rc@bz03.plala.or.jp

0796-36-1283
0796-36-1283

同　　左
　香住建築綜合センター内２階会議室

0796-36-1283
0796-36-1283 火 12:20

豊　岡
円山川

藤本　鉄郎
上田　倫久

668-
0031

豊岡市大手町6-16
office@toyooka-maruyamagawa.ri2680.org

0796-24-2800
0796-24-1360

〒668-0027 豊岡市若松町2-9
　アールベルアンジェ豊岡

0796-26-2255
0796-29-1502 火 12:30

和田山 大林　賢一
齊藤　祥見

669-
5231

朝来市和田山町林垣911 ル・パルク内
wdym.1941@lilac.ocn.ne.jp

079-672-5435
079-672-5435

同　　左
　但馬重機（株）研修所 ル・パルク内

079-672-5435
079-672-5435 木 12:30

東
播
第
一　

３

東
播
第
二　
　
　

５

東
播
第
三　
　
　

５

淡　
　
　
　

路　
　
　

５

西
播
第
一　
　
　
　

６

西
播
第
二　
　

４

但　
　
　
　

馬　
　
　
　

５

クラブ名 上 段 会 長
下 段 幹 事 〒 事　　務　　所

E-ma i l アドレス
上段 ＴＥＬ
下段 ＦＡＸ 例 　 会 　 場 上段 ＴＥＬ

下段 ＦＡＸ
例 会

曜日 時間



14 2019-20 GOVERNOR’S MONTHLY LETTER  No.1

ガバナー補佐とクラブ会長･幹事（敬称略）

ガバナー補佐

神　谷　誠　治
（尼崎中）

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

浅木年度の尼崎Gのガバナ－補佐を務めさせていただくことになり
ました。16-17年度地区代表幹事の経験を活かし、ガバナーの運営
方針を理解し、地区と尼崎６クラブとのパイプ役を務め、奉仕の理想
を志したいと思います。皆様のご理解、ご協力をお願い申し上げます。

2019-20年度RIテーマ

ガ バ ナ ー

浅木　幸雄
（神　戸）

藤井一成 大村竜一 下境田耕治 野上英則

森本吉昭 三田恭男 清川浩志 吉岡秀之

黒田佳治 徐　幸一 平井裕子 二神敏行

尼崎グループ

地区研修リーダー

滝澤　功治
（神戸須磨）

尼　　　崎 尼　崎　北

尼　崎　東 尼　崎　西

尼　崎　南 尼　崎　中

代表幹事

村尾憲一郎
（神　戸）

ROTARY INTERNATIONAL

DISTRICT 2680
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会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事

ガバナー補佐

下　岡　節　三
（川西猪名川）

浅木ガバナーの補佐をさせていただくことになりました。ガバナーの行動指針を
できる限り具体化し、実施できるよう努めさせていただきます。グループ内の各ク
ラブリーダーと連携をはかり、ロータリークラブの活性化に努めたいと思います。
各クラブリーダ－のご協力をお願いし、私自身意義ある一年にしたいと思います。

ガバナー補佐

中　村　昌　良
（芦屋川）

阪神第２グループ６クラブとの連携を密にし、浅木ガバナーの
地区運営方針を支援することにより、各クラブの活性化のため、
全力を尽くす所存です。どうぞ宜しくご協力ご支援お願い申し
上げます。

田中久雄 村上　功 三宅圭一 鴨井公司

辻野信博 岩﨑健二 吉岡康裕 中原佳子

前田治男 藤本耕二

早瀬利典 遠藤　剛 天王寺谷貴 杉山清和

木嶋一二 中川尚美 中作良成 中村修己

山内祥弘 小柴健二 伊藤八重子 伊賀俊行
会　長 幹　事

梅原可奈子 松嶋洋子

阪神第１グループ 阪神第２グループ

西　　　宮 芦　　　屋

甲　子　園 西 宮 夙 川

芦　屋　川 西宮恵美寿

伊　　　丹 川　　　西

伊 丹 有 明 川西猪名川

伊丹昆陽池 西宮イブニング
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神戸第１グループ阪神第３グループ

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事 会　長 幹　事

会　長 幹　事

神　　　戸

会　長 幹　事

神　戸　東

会　長 幹　事

神 戸 東 灘

会　長 幹　事 会　長 幹　事

神　戸　南

会　長 幹　事

神 戸 六 甲

会　長 幹　事

神 戸 ベ イ

ガバナー補佐

安　行　英　文
（三　田）

阪神第３グループ各クラブの魅力ある例会や事業、クラブのロータリーに対する
思いなどを伺い知ることで、ロータリーの魅力を見つけ、RIや地区、他クラブと
のつながりを強め、より一層のクラブ発展と活性化に寄与できるよう心がけたい
と考えています。どうぞ浅学非才ではありますが、よろしくお願いいたします。

ガバナー補佐

井　堂　信　純
（神　戸）

浅木ガバナーの強い思いをグループ内の各クラブの皆さんに的確にお伝えす
ることが私の第一の使命であると心得ておりますので、各クラブを訪問した際
には気軽に声をかけてください。たかがロータリーされどロータリーという言葉
があります。ロータリーをよく理解した上でロータリーを一緒に楽しみましょう。

宝　　　塚 三　　　田

篠　　　山 柏　　　原

宝塚武庫川 三　田　南

宝　塚　中

会　長 幹　事

HYOGOロータリーEクラブ

安藤幹根 仲内悦治 松原弘幸 脇田昌和

河合岳雄 石井祥平 足立成人 荻野泰男

西村利秋 足立英基 下山隆一郎 荻野恭三

川添裕照 田村久子 長澤友滋 児玉貴春

道満雅彦 中内　仁 須藤雄二 吉田　茂

池尾浩之 児玉　健 須浪道広 髙取宏行

関　通孝 山野　仁 西山勝敏 岩瀬哲正
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東播第１グループ神戸第２グループ

ガバナー補佐

奥　田　祐　司
（神戸中）

浅木ガバナーの行動指針である『地域社会をつなぎ（Connect）、
多様性に富んだ会員組織へ変革する（Transform）』を理解・実
践しグループ内各クラブが共に発展出来るように、種々の方策を
講じると共に、実現出来るように最大限の努力をします。

ガバナー補佐

尾　上　潤　二
（明石北）

浅木ガバナーは本年度、地区の課題として「会員数の減少の改善」「地区組織（特に
委員会）の活動の効率化」をあげております。地区の一員としてクラブと地区のパイ
プ役としてこの１年健康で何かしら皆様のお役に立てたらと思っております。ロータ
リアンとしてガバナーを補佐いたしますので皆様ご協力の程お願いいたします。

神　戸　西

会　長 幹　事

神 戸 須 磨

会　長 幹　事

神 戸 垂 水

会　長 幹　事

神 戸 西 神

会　長 幹　事

会　長 幹　事

神　戸　中

会　長 幹　事

神戸モーニング

明　　　石

会　長 幹　事

明　石　東

会　長 幹　事

明　石　北

会　長 幹　事

西川嘉延 福元隆久 熊見一郎 中右剛彰

星島一夫 橋本正弘 藤丸信吾 田中康之

岩野　昭 松本考史 門脇正英 村上英樹

藤本隆水 大野博明 阪田真也 東　　誠

吉川　悟 岸本泰浩
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ガバナー補佐

新　井　哲　三
（高　砂）

浅木ガバナーの行動方針の下、東播第２グループ５クラブの連携
を密にし、Connects （RI） and Join us Togetherで行きたい
と思います。また、会員増強もさることながら、減少の理由、歯止め
対策も一緒に考えましょう。一年間どうぞ宜しくお願い致します。

ガバナー補佐

伊　藤　英　樹
（三　木）

浅木ガバナー年度は、各クラブの会長・幹事をはじめとしてロータリアンが一名でも多くの知
り合いを増やすことに努力します。RI会長方針の「世界をつなぐ」ためには、まずグループ内の
交流を図り、メンバー各位が“今年度は友人が増えて良かったな”と言える年にして、東播第３
グループ初のガバナー輩出年度である次年度に備えたいと思います。よろしくお願いします。

東播第３グループ

三　　　木

会　長 幹　事

小 野 加 東

会　長 幹　事

北　　　条

会　長 幹　事

西　　　脇

会　長 幹　事

三木みどり

会　長 幹　事

東播第２グループ

高　　　砂

会　長 幹　事

加　古　川

会　長 幹　事

加古川中央

会　長 幹　事

高 砂 青 松

会　長 幹　事

加古川平成

会　長 幹　事

前田静也 堀田康郎 加納純一 田中隆夫

田中俊宏 内藤正風 永谷　敏 来住周亮

池町雄介 藤田雅哉

脇谷政孝 堀　直樹 枝川潤一 大辻利紀

高山昭則 羽原正善 佐野栄作 櫻井宣孝

鈴木勝博 榊　　誠
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西播第１グループ

ガバナー補佐

川　端　英　雄
（津　名）

多様化する社会、変化の早い時代の中で、活力あるクラブづくりを目指す
ため、浅木ガバナーの方針・施策を良く理解し、各クラブと連携を密にし、
ロータリーの活動が元気で効果的なクラブ運営をサポートできるよう努
力したいと考えています。皆様のご指導を心からお願い申し上げます。

ガバナー補佐

増　田　泰　之
（姫路東）

浅木ガバナーの行動指針をよく理解し、地区チームの一員であることを自覚して、西播
第１グループの各クラブ間の連絡を密にするとともに、楽しい運営ができるように努め
たいと考えています。特に、会長・幹事会のグループ内持ち廻りの日程も決まり、お互い
のクラブの情報交換、親睦の輪を深めたいと考えています。よろしくお願いいたします。

姫　　　路

会　長 幹　事

姫　路　南

会　長 幹　事

姫　路　西

会　長 幹　事

姫　路　東

会　長 幹　事

神　　　崎

会　長 幹　事

姫 路 中 央

会　長 幹　事

淡路グループ

洲　　　本

会　長 幹　事

南　淡　路

会　長 幹　事

淡 路 三 原

会　長 幹　事

津　　　名

会　長 幹　事

あわじ中央

会　長 幹　事

鵜飼　徹 木戸清隆 南岳利英 安部則行

登里康生 日種顯夫 尾田　丞 柏木敏孝

児玉和也 水上良夫

米谷啓和 佐藤光明 田路和男 成田哲朗

備谷信哉 三宅　敬 和田　正 松尾健一郎

中塚昌利 久斗譲二 山本美比古 藤森久嘉
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但馬グループ

ガバナー補佐

大　西　賢　一
（相　生）

この度ガバナー補佐という大役を仰せつかり、身の引き締まる思いで
す。本年、浅木ガバナーの方針をもとに地区と西播第２グループのパ
イプ役を務めさせていただきます。そして、４クラブのお役に立てるよ
うに頑張ります。皆様にはご指導・ご協力を、よろしくお願いいたします。

ガバナー補佐

若　宮　正　仁
（豊岡円山川）

ロータリーの出会いによって生まれる友情、友情のつながりで地域に、
社会に奉仕する、そんな生かされているいのちの友と、力を合わせて会
員増強を推し進める１年で在りたいと願いながら、但馬グループには極
めて困難な課題ですが、奉仕と親睦を中心に努力したいと思っています。

西播第２グループ

豊　　　岡

会　長 幹　事

生　　　野

会　長 幹　事

香　　　住

会　長 幹　事

豊岡円山川

会　長 幹　事

和　田　山

会　長 幹　事

赤　　　穂

会　長 幹　事

相　　　生

会　長 幹　事

龍　　　野

会　長 幹　事

上 郡 佐 用

会　長 幹　事

田中　洋 濱上将巳 木村嘉宏 武藤光政

藤原久嗣 吉岡力男 藤本鉄郎 上田倫久

大林賢一 齊藤祥見

木虎知己 横山淳平 大西恒祐 冨田裕子

森崎嘉章 冨田哲雅 小林　健 堤　好美
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（神戸須磨）
光斎信治

監査委員会

委員長

地区組織表①　委員長・副委員長（敬称略）

ガバナー指名委員会

（神戸須磨）
滝澤功治

研修委員会

委員長 副委員長

（神戸）
浅木幸雄

地区運営会議

奉仕プロジェクト特別会計委員会

（神戸須磨）
大内晋二

職業奉仕・
職業倫理小委員長

（洲本）
中村尚義

RLI小委員長

規定審議委員会

（柏原）
冨田博重

副委員長

戦略計画委員会

（加古川中央）
矢野宗司

委員長

（神戸西神）
丸尾研一

副委員長

（洲本）
中村尚義

（神戸）
上谷佳宏

地区財務委員会

委員長

（神戸須磨）

委員長

滝澤功治

委員長

（神戸西神）
工藤涼二

危機管理委員会

（西宮イブニング）
黒田建一

委員長

（伊丹）
田中賢一

副委員長

委員長
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委

　員

　長

クラブ管理運営
委員会 会員増強委員会 公共イメージ

委員会

（姫路）
城　　守

（神戸）
濵　浩一

（神戸西）
武田寿子

地区組織表②　委員長・副委員長・小委員長（敬称略）

小

委

員

長

副
委
員
長

（伊丹）
池信秀明

（加古川中央）
大西淳滋郎

（西宮イブニング）
梅原可奈子

（神戸中）
宇尾好博
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小

委

員

長

社会奉仕委員会 国際奉仕委員会

（加古川中央）
矢野宗司

（西宮夙川）
山本正二

委

　員

　長

副
委
員
長

（西宮）
瀬戸　徹

社会奉仕

（伊丹）
田中賢一

RYLA

（篠山）
藤井恵一

（龍野）
圓尾美佳

（柏原）
坂東隆弘

（神戸）
中本広太郎

（神戸モーニング）
奥田　裕

（西宮夙川）
山本正二

（姫路東）
白井務子

国際奉仕 青少年交換

インターアクト ローターアクト

（神戸）
永松潔和

学　　友

学　　友
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小

委

員

長

米山記念奨学委員会ロータリー財団委員会

（龍野）
本條　昇

（尼崎中）
佐茂省治

副
委
員
長

委

　員

　長
石丸鐵太郎
（神戸南） （洲本）

秦紳一郎

（尼崎北）
武本正照

（芦屋）
三宅康雄

ポリオプラス

（加古川中央）
喜多美雄

奨学金・平和フェローシップ

（西宮夙川）
山本正二

補 助 金

（尼崎中）
佐茂省治

財団資金管理

（神戸南）
飯田健一

資金推進

（神戸西）
山口　宰

学　　友
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ガバナー事務所からのお知らせ／７月の地区予定

◆地区Web管理システムへの入力お願い
①クラブ行事について
クラブの記念事業や周年行事など主なクラブ行事は、システム内の「クラブ管理」にご入力ください。
②緊急連絡について
ガバナー事務所からの緊急連絡に対応できる態勢を整えていただくため、システム内「クラブ管理」
ページの会長・幹事の情報は、もれなくご入力ください。特に携帯番号の入力は必須とさせていただ
きます。
③セミナーの登録
パストガバナー、ガバナー補佐、地区委員会関係者を含むクラブ内の全会員の参加登録をお願いいた
します。また登録料も同様に、まとめて送金いただきますようお願いいたします。

◆ガバナー月信
ガバナー月信は、地区内のクラブ会長・幹事あてに、ガバナーの見解並びに国際ロータリーの各種情
報をお伝えするために毎月発行する公式書簡です。月信の発行はガバナーの最も重要な任務のひとつで
す。本年度もさまざまなロータリー情報を提供いたします。

①原稿の文字数、締切日
原稿、写真は、可能な限りデータにてお送りください。字数制限には、ご配慮をお願いいたします。
原則として、翌月の月信原稿の締切は、毎月10日となっております。地区委員会報告、クラブ行事
等はホームページに掲載させていただきますので、ガバナー事務所までお問い合わせください。
会員数・出席率報告につきましては、翌月15日までにオンラインフォームへの入力をお願いいたします。
②新会員、ご寄付、訃報
新会員、ロータリー財団・米山記念奨学会に寄付をされた各種認証者の方、訃報を月信に掲載いたし
ます。所定の書式にご記入の上、写真を添えてガバナー事務所までご送付ください。
写真は、可能な限りデータでご送付いただきますようご協力をお願いいたします。

◆質疑応答について
クラブ運営やその他のお問い合わせは、特に緊急の場合を除き、すべてEメール、又は書面（FAXか
郵便）でお願いいたします。
◆その他

RI関係・地区への送金および各種報告-方法につきましては、10ページをご覧ください。
HPアドレス：http://dist.ri2680.org/

日　　　時 行　　　　事　　　　名 場　　　所
第２回戦略計画委員会
第１回社会奉仕小委員会
米山記念奨学セミナー
補助金管理説明会
第１回国際奉仕小委員会
第１回学友小委員会
ローターアクト『2019-2020年度地区交流会』
第１回奉仕プロジェクト特別会計委員会
第３回戦略計画委員会
第２回クラブ管理運営委員会

ガバナー事務所  724号会議室
神戸ポートピアホテル  本館4F  パール
神戸学院大学PIC  レストランジョリポー
神戸ポートピアホテル  南館B1F  サファイア
ガバナー事務所  724号会議室
ガバナー事務所  724号会議室
芦屋市民センター  本館404号室
神戸ポートピアホテル  本館4F  パール
ガバナー事務所  724号会議室
ガバナー事務所  724号会議室

16:00～17:30
17:00～18:00
13:00～18:00
14:30～16:50
13:30～14:30
15:00～16:30
13:00～16:00
19:30～21:30
16:00～17:30
16:00～17:30

2日（火）
4日（木）
7日（日）
10日（水）
13日（土）

14日（日）
18日（木）
24日（水）
27日（土）

７ 月 の 地 区 活 動 予 定

７月
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コーディネーターニュース７月号

Zones 1 & 2 & 3

コーディネーターコーディネーネーターターコーディネーター

NEWSNEWEWSNEWS
2019年７月号
発行：Zones 1 & 2 & 3
ロータリーコーディネーター
ロータリー公共イメージコーディネーター

2019年７月から、第１地域ロータリーコーディネーターを拝することになりました菅原裕典です。
まずはコーディネーター補佐の３名をご紹介させていただきます。
浅水尚伸様（国際ロータリー第2770地区2016-17年度ガバナー）
田中久夫様（国際ロータリー第2840地区2017-18年度ガバナー）
佐々木千佳子様（国際ロータリー第2830地区2017-18年度ガバナー）
それぞれの地区またはIMで開催するセミナーなどの予定があれば、戦略計画・会員増強・元気なクラブづくり等 、々幅広
いテーマでの講師として馳せ参じる所存です。是非とも、お声がけ下さい。第１ゾーンは14地区ありますので、RC・ARCが手
分けをしてお伺いいたします。地区の情報や各地区で活躍されているロータリアン・実績のあるクラブ紹介などを我々ロータ
リーコーディネーターがどんどん発信して参りますので、この４名を皆さまが最大限にご活用頂けましたら幸甚です。
先日、あるクラブの例会で体験した事をご紹介します。そのクラブの会員数は60名弱で、クラブ例会（夜例会）が終了した

後、新入会員の歓迎会が開催されておりました。任意の21名が参加されていて、新入会員の年齢は30歳と若い方でしたが、
歓迎会に参加していた方の年齢は私より１歳年上の60歳の年長者の方でした。ロータリーは年を重ねた方が多いと言われて
いますが、私がこの時感じたことは、世代ごとの会員増強にしっかりと取り組んでいるという光景でした。
手放しで素晴らしいと言いたいところですが、実はこれが当たり前のことでもあります。ロータリーは年齢のことだけでは

なく、女性会員が少ない、会員増強が難しいなど、とかくイメージが先行しがちですが、純粋に入会させたい人物がいれば年
齢や性別でなく、入会いただくまであきらめない積極的な取り組みが必要と感じました。できない理由を述べるのではなく、
できる理由を皆さんで考えましょう。それこそがロータリーではありませんか。
最後にRCの役割として、各クラブのMy　ROTARYへの登録を100％とすることを目標とし、それをサポートして参ります。

これからのロータリーには、ICTの活用やネットワークの広がりは必要不可欠です。My　ROTARYは世界のロータリーの情
報をリアルタイムで確認することができる唯一無二の優れたツールです。是非、My ROTARYへ登録をお願い致します。

第１地域ロータリーコーディネーター　菅原 裕典

ロータリーの認知度を深め、公共イメージを向上させ、会員増強につなげようと各地区、クラブ、個々のロータリアンが努力
しています。しかしながら、なかなか増強に結びついていないのが現状です。特に若年層の勧誘に苦しんでいるクラブが多
いのではないでしょうか？
私の所属するクラブも同様です。若年層の入会対象者を勧誘しても、年会費が高い、昼の例会には仕事で出られない、例

会が毎週では無理だ等々の理由で断られます。そこで2013年規定審議会で採択された「衛星クラブ」を設立しました。例会
場、年会費、例会日、時間等親クラブと異なっても構わない。衛星クラブの会員は、親クラブの会員でもあるロータリアンで
ある。設立時に８名の会員を要するが、人数に上限はない。会員の在籍年数に年限はない。
そこで年会費は親クラブの１/３、例会は昼、月２回例会の衛星クラブが９名で設立され、その後11名となり、77名の親ク
ラブは88名のクラブとなりました。増えた２名は、我々が勧誘しても首を縦に振らなかった対象者が、衛星クラブ会員となっ
たメンバーが誘うと、いとも簡単に入会しました。我々の勧誘は、いかに正確に、平易にロータリーを説明しても、彼らには
ハードルの高いものと映ったそうです。
昨年北海道は胆振東部地震のため、全道がブラックアウト、停電の被害を受けました。その為クラブ事業として、市内全

中学に発電機を寄贈しました。30歳代の彼らはPTA役員をしています。その彼らが寄贈時各校で、教職員を含めたPTAの
皆さんにこのような行動をするロータリーを説明しました。我々が説明するよりも身近にロータリーを認識してもらえたよう
です。
入会対象者に最適な勧誘者、広報対象者にふさわしい説明者。広告にマス広告とターゲティング広告があるように、公共

イメージ、広報にも、また増強にもマスとターゲティングが必要ではないでしょうか？　対象に沿ったアプローチの仕方を、知
恵を絞りながら模索する、そのような時代にいると思います。

第１地域ロータリー公共イメージコーディネーター補佐　嵯峨 義輝

■ 公共イメージ、広報と増強にもターゲティングな視点を



地区組織表①

神 戸

加古川中央

神 戸

西 脇

伊 丹

浅木　幸雄
矢野　宗司
多木　有一
村尾憲一郎
髙瀬　英夫
前川　秀一
吉岡　博忠
白井　良夫

委 員 長
　
　

委　　員
　

地区運営会議

地 区 委 員 会

姫 路

神 戸

安平　和彦
三木　　明
中野　正德

特別顧問
委　　員
地区代表委員

ロータリーの友委員会

神 戸 須 磨
西 宮 夙 川

滝澤　功治
柴田　整宏

常務理事
評 議 員

公益財団法人ロータリー米山記念奨学会

神 戸 須 磨滝澤　功治

第3ゾーン　ロータリーコーディネーター補佐
審議会　代表議員

宝塚武庫川大室　　ｲ
第3ゾーン　恒久基金/大口寄付アドバイザー（E/MGA）

神 戸 西 神丸尾　研一
水と衛生のための大口寄付推進計画委員会委員（WAS・MGI）

クラブ管理運営 会員増強 公共イメージ 米山記念奨学国際奉仕社会奉仕 ロータリー財団
補助金

財団資金管理
資金推進
ポリオプラス

奨学金・平和フェローシップ

社会奉仕
インターアクト
ローターアクト
ＲＹＬＡ

国際奉仕
青少年交換

ガバナーエレクト
髙瀬　英夫（西脇）

地区研修リーダー
滝澤　功治（神戸須磨）

次期地区研修リーダー

委 員 長
副委員長

小委員長

委　　員

小委員長

委　　員

神 戸 須 磨
洲 本

神 戸 須 磨
尼 崎 北
伊 丹
柏 原
西 脇
淡 路 三 原
龍 野
豊 岡

洲 本
尼 崎 東
伊 丹
三 田
神 戸 西
西 脇
淡 路 三 原
姫 路 東

滝澤　功治
中村　尚義

大内　晋二
武本　正照
田中　賢一
吉住　俊一
矢納　利夫
興津　博捷
本條　　昇
遠藤玄一郎

中村　尚義
勇　正一郎
池信　秀明
安行　英文
矢坂　誠徳
渡會　英明
宮本　圭介
橋本　雅彦

研修委員会

職業奉仕・職業倫理小委員会

RLI小委員会

神 戸 西 神
柏 原
尼 崎 東
神 戸

神 戸 須 磨

神 戸 中
神戸モーニング
明 石
高 砂 青 松
加古川平成
西 脇
洲 本
姫 路

工藤　涼二
冨田　博重
田中　正喜
林　　晃史
滝澤　功治
大内　晋二
宇尾　好博
山本　博一
岩永　一哉
青木　裕加
林　　知宏
藤井　雅浩
中村　尚義
三木　　明

委 員 長
副委員長

委　　員

規定審議委員会

加古川中央
神 戸 西 神
宝 塚 中
甲 子 園
神 戸 西
加古川平成
小 野 加 東
西 脇

矢野　宗司
丸尾　研一
阪上　栄樹
天羽　公夫
矢坂　誠徳
好﨑　泰州
小西　龍機
井村　正身

委 員 長
副委員長

委　　員

戦略計画委員会

西宮イブニング
伊 丹
西 脇
伊 丹
加古川中央
姫 路 東
神戸モーニング
神 戸
神 戸
神 戸 南
洲 本
神 戸
西 脇
姫 路
神 戸 須 磨

黒田　建一
田中　賢一
髙瀬　英夫
吉岡　博忠
矢野　宗司
白井　務子
奥田　　裕
中本広太郎
永松　潔和
石丸鐵太郎
秦　紳一郎
濵　　浩一
藤本　武彦
安平　和彦
滝澤　功治

委 員 長
副委員長

委　　員

外 部 委 員

危機管理委員会

２名

規定に定められた構成員

神 戸

植村　武雄
寺本　　督
二宮　秀樹
佐井　裕正

実行委員長
幹　　事
副 幹 事

ホストクラブ会長

地区研修・協議会実行委員会

神 戸
西 脇

浅木　幸雄
髙瀬　英夫

委 員 長
副委員長

日本のロータリー創立100周年支援委員会

ガバナー
浅木　幸雄（神戸） 尼 崎 中

川西猪名川
芦 屋 川
三 田
神 戸
神 戸 中
明 石 北
高 砂
三 木
津 名
姫 路 東
相 生
豊岡円山川

神谷　誠治
下岡　節三
中村　昌良
安行　英文
井堂　信純
奥田　祐司
尾上　潤二
新井　哲三
伊藤　英樹
川端　英雄
増田　泰之
大西　賢一
若宮　正仁

尼　　崎
阪神第１
阪神第２
阪神第３
神戸第１
神戸第２
東播第１
東播第２
東播第３
淡　　路
西播第１
西播第２
但　　馬

ガバナー補佐

神 戸 須 磨
尼 崎 中
神 戸 西

光斎　信治
室津　義定
瀧川　好庸

委 員 長

委　　員

監査委員会

神 戸浅木　幸雄委 員 長
委 　 員
監 査 役

奉仕プロジェクト特別会計委員会

神 戸
神 戸 南
西 脇

上谷　佳宏
飯田　健一
蘆田　裕三

委 員 長

委　　員

地区財務委員会
村尾憲一郎
今津　由雄
土橋　達生
寺本　　督
山邑太左衛門

（土橋　達生）
森本　泰暢
池原　伸直
三木谷研一
塩田　善朗
和田　剛直
山本　俊一
森本　真弥
松井　　晶
土井　正孝
松岡　辰弥
松岡　泰生
藤井　英映
後藤　　武
垣田　宗彦
中林　　淳
中根　義信
（今津　由雄）
小曽根佳生
浅木　幸三
濵　　浩一
中本広太郎
角南　忠昭
（寺本　　督）
二宮　秀樹
原　　恭平
今井　俊介
木下　勝文
木下　和彦
木下　　学
奈良山貴士
奥井　秀樹
東中　弘丞
小泉　康史
清水　規裕
石坪　浩一
井上　真二

（山邑太左衛門）
横山　政夫
福井　　要
日笠　秀樹
井植　啓悟
河野　忠友
川崎　厚志
木村　卓哉
幸寺　　覚
松田　幸治
中院　達也
永吉　一郎
吉井　満隆

（副代表幹事）
幹 事

副 幹 事

会 計 長
副 会 計 長
幹 事

副 幹 事

（副代表幹事）
幹 事

副 幹 事

（副代表幹事）
幹 事

副 幹 事

（副代表幹事）
幹 事

副 幹 事

総　　務

財　　務

月　　信

公式訪問

大会・研修会委 員 会

地区幹事（神戸）
代 　 表 　 幹 　 事

副　　代　　表　　幹　　事

神 戸

井植　貞雄
小野　純夫
寺本　督
二宮　秀樹

道満　雅彦

佐井　裕正
富永　彰良

実行委員長
副実行委員長
幹　　事
副 幹 事
大会会計
Ｓ Ａ Ａ
ホストクラブ会長

委 員 長

副委員長

地区大会実行委員会

神 戸

国際大会推進委員会

ク　ラ　ブ

パストガバナー

ガバナーエレクト
ガバナーノミニー

加 古 川
姫 路
神 戸
尼 崎 西
甲 子 園
神 戸 東
姫 路
神 戸 須 磨
尼 崎 西
神 戸
姫 路
芦 屋
洲 本
西 宮 夙 川
神 戸 東
神 戸 南
宝塚武庫川
神 戸 須 磨
神 戸 西 神
尼 崎 中
神 戸 西
加古川中央
西 脇
伊 丹

神木　　董
空地　啓一
松岡　通夫
田中　　毅
中嶋　邦明
赤木　文生
安平　和彦
橋本　一豊
石井　良昌
加藤　隆久
三木　　明
宮本　　一
中村　尚義
柴田　整宏
久野　　薫
石丸鐵太郎
大室　　ｲ
滝澤　功治
丸尾　研一
室津　義定
瀧川　好庸
矢野　宗司
髙瀬　英夫
吉岡　博忠

ガバナー諮問委員会

委 員 長

委　　員

神 戸 須 磨
神 戸 西 神
尼 崎 中
神 戸 西
加古川中央

滝澤　功治
丸尾　研一
室津　義定
瀧川　好庸
矢野　宗司

ガバナー指名委員会

ＲＩ理事会

RI理事
三木　　明（姫路）

奉仕プロジェクト
学　　友

※順不同　敬称略
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地区組織表②

委 員 会 名 クラブ管理運営委員会 会員増強委員会 公共イメージ委員会 社会奉仕委員会 国際奉仕委員会 ロータリー財団委員会 米山記念奨学委員会

委 員 長 城　　　守 姫 路 武田　寿子 神 戸 西 濵　　浩一 神 戸 矢野　宗司 加古川中央 山本　正二 西 宮 夙 川 石丸鐵太郎 神　戸　南 秦　紳一郎 洲 本

副 委 員 長 大西淳滋郎 加古川中央
梅原可奈子 西宮イブニング

池信　秀明 伊 丹
藤井　恵一 篠　　　山

圓尾　美佳 龍 野
佐茂　省治 尼　崎　中 武本　正照 尼 崎 北

宇尾　好博 神 戸 中 坂東　隆弘 柏　　　原 本條　　昇 龍　　　野 三宅　康雄 芦 屋

小 委 員 会 社会奉仕小委員会 RYLA 小委員会 国際奉仕小委員会 補助金小委員会 財団資金管理小委員会

河合　秀樹 加 古 川 井上　孝明 加古川中央 羽原　正善 加古川中央 ○ 瀬戸　　徹 西 宮 ○ 田中　賢一 伊 丹 ○ 山本　正二 西 宮 夙 川 ○ 佐茂　省治 尼 崎 中 ○ 飯田　健一 神 戸 南 舟元美智子 神 戸 東 灘

滝内　秀昭 伊 丹 井戸　　督 豊 岡 浅見　昭彦 神 戸 山本　正明 尼 崎 南 前田　隆則 伊 丹 森村　次朗 甲 子 園 瀬戸　　徹 西 宮 林　　浩嗣 神 戸 須 磨 伊藤　幸美 神 戸 西 神

二宮　明彦 甲 子 園 多田　昭宏 甲 子 園 太田　勝之 洲 本 岩井　秀樹 伊 丹 黒田　建一 西宮イブニング 橋本　秀美 西 宮 夙 川 松岡　繁郎 西 宮 夙 川 河南　和幸 神 戸 中

濱田　宏晃 加古川中央 本條　　昇 龍 野 住山　利恵 尼 崎 西 宮野　　哲 神 戸 安行　英文 三 田 安行　英文 三 田 山本　正二 西 宮 夙 川 北川　博崇 川 西

伊木　敏和 津 名 橋本　雅彦 姫 路 東 北川　　功 西 脇 山口　　宰 神 戸 西 土田　光一 柏 原 秋定　慈登 HYOGO REC 藤井　恵一 篠 山 児玉  貴春 HYOGO REC

井上　勝彦 西 脇 福井　正博 神 戸 西 神 安福　元則 明 石 福井　　要 神 戸 佐藤　一郎 神 戸 坂東　隆弘 柏 原 前田　靖文 神 戸 ベ イ

濱﨑　誠二 明 石 三木　健義 姫 路 好﨑　泰州 加古川平成 村上　英樹 神戸モーニング 上月　和洋 加古川中央 幸寺　　覚 神 戸 圓尾　哲也 龍 野

大久保裕晴 神 戸 吉田　康志 西 脇 竹内　伸吾 西 脇 井藤　圭順 明 石 圓尾　美佳 龍 野 永松　潔和 神 戸 永松　潔和 神 戸

花岡　正浩 神 戸 半田　　齊 相 生 村上　康憲 西 脇 飯田　健一 神 戸 南 永田　哲也 神 戸 垂 水

圡生田尚士 豊 岡 徳梅  明彦 あわじ中央 山口　　宰 神 戸 西 尾上　潤二 明 石 北

喜多　美雄 加 古 川 中 央 住山　利恵 尼 崎 西

矢野  宗司 加 古 川 中 央 竹内　　博 西 宮

蘆田　裕三 西 脇 内木場　徹 加古川中央

圓尾　美佳 龍 野 植田　晃行 神 戸 西

山本　秀憲 神 戸 六 甲

インターアクト小委員会 ローターアクト小委員会 青少年交換小委員会 資金推進小委員会 ポリオプラス小委員会 林　　浩嗣 神 戸 須 磨

○ 中本広太郎 神 戸 ○ 奥田　　裕 神戸モーニング ○ 白井　務子 姫 路 東 ○ 山口　　宰 神 戸 西 ○ 喜多　美雄 加古川中央 飯田　健一 神 戸 南

大前　裕樹 篠 山 松本由美子 芦 屋 川 山下　慶康 尼 崎 西 松嶋　洋子 西宮イブニング 小坂　圭一 尼 崎 東 贄田　　肇 西 宮 夙 川

武井　宏之 神 戸 西 古川　忠之 柏 原 坂東　隆弘 柏 原 平野　誠人 神 戸 澤田　正宏 神 戸 園田　純也 西 脇

宇賀　浩生 神 戸 須 磨 日笠　秀樹 神 戸 竹内　理弘 柏 原 神津　宜徳 神 戸 西 関本　　剛 神 戸 東

大谷　秀明 神 戸 中 宇賀　浩生 神 戸 須 磨 石坪　浩一 神 戸 柿原　宏史 神戸モーニング 加藤　大典 明 石

渡辺　喜夫 明 石 山下　竜司 明 石 堤　健二郎 神 戸 西 神 守光　　隆 高 砂

東口　喜樹 西 脇 田端　和彦 加古川中央 阪田　真也 明 石 西 奨学金・ 
平和フェローシップ小委員会

髙田　勝典 加 古 川

三木　健義 姫 路 岡野　吉純 姫 路 春木　英行 加古川中央 三宅　伸介 加古川中央

遠藤　　剛 豊 岡 兼先　正雄 豊 岡 數原　泰三 西 脇 ○ 山本　正二 西 宮 夙 川 榊　　誠 加古川平成

豊島　　修 明 石 北 佐茂　省治 尼 崎 中 宮岡　督修 小 野 加 東

小浜　博紀 あわじ中央 黒田　修輔 西 宮 夙 川 仲田　五郎 北 条

高鍋　直人 洲 本 濱端　　俊 明 石 北 来住　泰幸 西 脇

小倉　克輝 姫 路 東 細田　俊之 西 脇 英　　和夫 姫 路

赤穂　　哲 姫 路 南

圓尾　美佳 龍 野

学友小委員会

○ 永松　潔和 神 戸

田中　賢一 伊 丹

蔡　　晓蕊 西宮イブニング

山本　正二 西 宮 夙 川

中本広太郎 神 戸

松下　　衛 神 戸 東

奥田　　裕 神戸モーニング

秦　紳一郎 洲 本

白井　務子 姫 路 東

奉仕プロジェクト

○印は小委員長　順不同　敬称略



2019年 地区研修･協議会
国際ロータリー第2680地区
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日　時：2019 年 5月 11 日（土）   10：30 ～ 16：30
場　所：神戸ポートピアホテル・ポートピアホール

全体会議司会：寺本　　督（神戸）・二宮　秀樹（神戸）

プログラム
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部門別分科会
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全体会議

おはようございます。地区
研修・協議会実行委員長、神
戸RCの植村です。
新天皇ご即位の慶祝ムード
醒めやらぬ中、早朝より研
修・協議会にご参集いただき
ありがとうございます。
新元号令和の時代となって最初のロータリー年度
となります2019-20年度、浅木ガバナー年度のス
タートまで２カ月足らず、新年度の活動方針等の情
報や認識を共有する重要な場です。単に地区方針の
伝達を受けるだけでなくクラブ自治の精神で主体的
にご検討され、令和の新時代にふさわしいコンセプ
トを持って、個性的なクラブ運営方針を確立してい

ただきたいと思います。
新元号令和について、総理の会見では「人々が美
しく心を寄せ合う」とその思いを述べられ、また、外
務本省は在外公館に向けて“Beautiful　Harmony”
という英訳を発信しました。「美しい調和」という
のは、外見ではなく内面の美しさを意味するもの
で、多様な文化や価値観を差別なく包摂し尊重し合
う共生、共助、ダイバーシティ社会に醸し出される
ものと思います。次年度RI会長のテーマであり、浅
木ガバナーエレクトの提唱でもあります「つなぐ」
の精神に通ずるものです。
それでは只今から2019年（令和元年）の2680地区
研修・協議会を開会します。

開会の言葉
実行委員長　植村　武雄（神戸）
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　浅木幸雄ガバナーエレクト年
度、2019-2020年度が間もなく
始まります。
　名門神戸ロータリークラブが
サポートされ、浅木ガバナーエ
レクトが次年度の方針を語り、
皆様と共に前進するために情報

を得、共有するための大切な会議です。
この会議が成功裏に終わるかどうかは本日ご出席の
クラブリーダーの皆さまにかかっています。浅木エレク
トがお考えになるロータリーの今後をしっかり受け止め
て頂きたく思います。
バリー・ラシンRI会長年度が無事に成功裏に終わろ
うとしています。いよいよマーク・ダニエル・マローニー
会長の年度の幕開けです。マローニー会長は、こう述べ
ておられます。「ロータリーの奉仕を通じて、有能で思慮
深く、寛大な人びとが手を取り合い、行動を起こすため
のつながりを築いてまいりましょう。ロータリーでの経
験の中核にあるのは『つながり』です。ロータリーで私た
ちは、お互いの違いを超え、深く、意義あるかたちでお
互いにつながることができます。ロータリーは、ロータ
リーがなければ出会うことがなかった人びと、職業上の
機会、私たちの支援を必要する人たちとのつながりをも
たらしてくれます」。このメッセージを全世界のロータリ
アンに発信され、『ロータリーは世界をつなぐ』と会長
テーマを掲げられました。
この１年間、マローニーRI会長、浅木ガバナーと共に
『ロータリーは世界をつなぐ』を胸にロータリー活動に
邁進しましょう。
マローニー会長ご夫妻は、この８月には、約10日間の
日程で東日本を中心にロータリークラブを訪問されま
す。多くの日本人ロータリアンとお会いになり日本のロー
タリーの素晴らしさを満喫してくださることでしょう。ま
た、台湾のゲイリー・ホァン財団管理委員長が、７月に神
戸を訪れ、財団の話をしたいとおっしゃっています。こ
れらのことは、世界のリーダーが日本のロータリーに大
きな期待を寄せられていることの証でしょう。
さて、すでにご承知の通り、４月半ばにシカゴで規定

審議会が開催されました。柔軟性の導入という大きなイ
ンパクトがあった2016年の規定審議会と同様、新たな
試みが提案され採択されました。国際ロータリー定款を
改正し、国際ロータリーの加盟クラブとしてローターアク
トクラブを含めることを決定しました。　
また、RIを免税資格のある団体に変更するという理
事会の提案を承認しました。この変更については、特別
に設けられたタスクフォースが18カ月間にわたって調査
を行い、税優遇措置だけでなく、外部業者からの割引
によって経費削減につながると結論づけました。この税
優遇措置が取られることにより、将来RIと財団が合併
するのではないかという憶測が生まれましたが、RIと財
団はその目的が違いますので、理事会は一切そのような
ことはないと断言しました。
会費（人頭分担金）について、2020-21年度から３年
間、毎年１ドルという緩やかな増額が承認されました。
「一般剰余金」の名称を、この資金の目的をより正確に
表す「RI準備金」に変更しました。
詳細は、規定審議会報告に委ねたいと思いますの
で、ぜひ関心を持って新しい情報に耳を傾けてくださ
い。
ロータリーは、創立当初から日々変化し、成長してき
ました。時代の変化と共にロータリーも変化しなければ
なりません。大きな潮流に身をゆだねながら、ロータ
リーの理念を忘れることなく歩んでゆきましょう。
次年度が素晴らしい年度になることを心から祈ってお
ります。

挨　拶
2018-20年度RI理事　三木　　明（姫路）
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　いよいよ次年度が本格的に

スタートします。私もこれか

らしっかりと浅木エレクトの

手助けをさせていただきたい

と思います。元号も令和とい

う新しい元号になりました。考えてみますと、昭和

から平成に代わった時が加古川RCの神木ガバナー

の時で、平成最初の地区大会が加古川で行われまし

た。そして、私は平成から令和に代わる時のガバ

ナーとなり、平成最後の地区大会も加古川で締めく

くることになりました。そこに縁の不思議さを感じ

ます。いずれにしても地区大会には多くの皆様にご

参加いただきましたことを感謝申し上げます。

「年年歳歳花相似たり　歳歳年年人同じからず」

という有名な言葉があります。ロータリーは一年ご

とに新しいリーダーのもと、新しいシステムでス

タートします。その意味ではロータリーはもともと

変化そのものを取り込んだ組織と言えます。

５月号のガバナー月信で、アリの法則について触

れました。アリの社会ではよく働くアリと普通のア

リ、あまり働かないアリの比率は２：６：２という

ことですが、よく働くアリばかりを集めて組織を

作ってもやはり２：６：２になるということです。

しかしながら、人間の社会では、リーダー次第で組

織は活性化し、その比率は異なってきます。本年

度、加古川中央RCは地区への奉仕のもと、２が３

になり、４になり、と組織が活性化しました。おそ

らく神戸RCもそうなることだと思います。ガバ

ナー輩出をchanceと捉え、challengeすることに

よって、まさにchangeが生まれます。本日お集まり

の新しいリーダーのもと、組織が活性化されれば、

よく言われるロータリーの閉塞感を打破することが

できるのではないかと思われます。

浅木エレクトとは、ノミニー時代から２年近くご

一緒させていただきました。私と違い、常に温和な

本当に素晴らしい方です。どうか新しいリーダーを

皆様方がしっかり支えていただき、また、クラブの

リーダーとして新たなロータリーの一歩を築かれる

ことを祈念して、挨拶とさせていただきます。

挨　拶
ガバナー　矢野　宗司（加古川中央）
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○次年度RIテーマと「四つの
強調事項」

　2019-20年度RI会長　マーク・
ダニエル・マローニー　Mark　Daniel 
Maloney氏は、米国アラバマ州・ジ
ケータ　Decatur　ロータリークラブ在
籍の64歳、税法・遺産・農業法を専
門とする法律事務所（Blackburn，
Maloney，and　Schuppert）を経営の
傍ら、米国弁護士協会・農業関係委員
長を務められ、また地元ジケータでは
産業・文化・教育など多方面に於ける
リーダーとしても活躍されています。
一方そのロータリー歴も目覚まし
く、1980年25歳でのクラブ入会後、
弱冠34歳で地区ガバナーに就任、その間グローバルかつ精力的
な活動を経て、この度64歳でRI会長選出という、我々の感覚とし
てはまことに異例ともいえる若さ、早さでロータリーの階段を駆け
上がった人物です。
この人格識見とも円満な「若きベテラン」マローニー会長エレク
トが掲げた2019-20年度のテーマは
ロータリーは世界をつなぐ Rotary Connects The World

先の国際協議会冒頭にて、ロゴマークとともに力強く発信されま
した。

ロゴマークの解説
中央の碧い丸は地球を、上下左右に配置された四色の人型は
人種と東西南北を象徴しています。即ち「世界をつなぐ」をイメー
ジしたデザインです。
四つの強調事項
１．あらためて職業分類制度を活用し、多様かつ新しいモデルの
会員増強、クラブの結成を以てロータリーを成長させる。

２．家族との時間とロータリー活動の時間が競合せず、互いに補
完し合う文化を構築する。地域への奉仕に意欲を持つ、若い
職業人の日常と現実を受け容れる。

３．多忙な日々の仕事との両立を可能とする、柔軟かつ現実的な
ロータリーに於けるリーダーシップの変革。

４．来る2020年に75周年を迎える国連と、115周年を迎えるロー
タリーのパートナーシップを強化する。互いに共有出来るコ
ミットメント「持続可能な開発目標（SDGs）」に焦点を当て、
奉仕と平和の精神のもと、世界中の人々がつながり、行動可能
なロータリーのインフラを提供しよう。
彼は云います。いま、我々の周りにはロータリー発足当時には
想像も出来なかった友情とネットワークを築くための方法が存在
するが、ロータリーがもたらす「つながり」は独特で今なお他に類
を見ない。我々がロータリーで得る体験の中核こそ、この「つなが
り」であり、それゆえに我々はロータリーにとどまるのだ、と。
そして呼びかけます。ロータリーを成長させる方法もこの比類
ない基盤にある。これによって我々は人類の持つ素晴らしい多
様性とつながり、世界で、地域社会で、そして自分自身の中で、持
続可能な良い変化を産むために手を取り合って行動する世界を目
指しましょう、と。

積極的に「つなぐ」「行動する」、この基本テーマをモットーと
し、来る次年度の運営方針と重点目標を申し述べます。

○2019-20年度 地区運営方針と重点目標

私の行動指針は以下の通りです。

地区運営方針および重点目標のKey　Wordは一貫して「つな
ぐ」と致しました。先に述べたRIテーマを基盤として、かねて私が
当地区の課題として強く認識している
　■会員数の減少
　■地区組織（特に委員会）の活動の効率化
以下の各項目はこの二つの課題に向けた行動を促すものであ
ります。
　
◆RIテーマおよびロータリーの目標達成を目指す
ロータリーの目標達成とは、即ち会員基盤を成長させる「つな
ぐ」ことに他なりません。
先のマローニー会長エレクトの言にあるように、前（17-18）年
度の退会者が過去最大を数えるなど会員数の減少は世界規模で
進行しています。当2680地区の会員数も過去10年一貫して減り続
けており（2019.7.1現在2,763名）、もはやこの状況を一過性のも
のとして看過出来ないことは既に皆さんも充分認識されている通
りです。この困難を打開するための具体的方途は「会員基盤を成
長させること」以外に無いのではないでしょうか。
現在当地区１クラブあたりの平均会員数は37.84人ですが、さ
らに分布を見れば20～30人台のクラブが大半を占めていること
が判ります。かねて私は円滑なクラブ運営を行うための最低ライ
ンを40名と考えておりますが、現在これを下回っているクラブに
は何とか頑張って戴き、当地区の平均会員数がこの40名を超え
るよう切望している次第です。

◆女性会員・若い会員を増強し、多様な人々をロータリーでつなぐ
かつて1988-89（神木董PG）年度のRI規定審議会に於いて初
の女性会員が承認されて以来、既に30年を経過し、もはや世界
の女性会員比率は22％に達しております。ところが当2680地区の
それは４％に過ぎません。何とか少しでも早くこの比率を上げた
いものです。私たちの地域社会で活躍する女性を積極的に見出
しましょう。
若い会員の入会に関しても、私は既存のクラブにおけるハード
ルがやや高いように感じております。
例として、①入会金・会費の負担軽減、②例会数・出席数、或
いは例会場設定の工夫など、働く若い世代に向け間口を拡げるよ
う考慮されては如何でしょうか。
また、既存クラブで思い切った改変が困難な場合は、衛星クラ

ブ、モーニング・イブニングクラブなど、より日常の仕事との両立が
容易な環境を設けた上で、将来は既存クラブへの入会を導く、とい
う方法もあるのではないでしょうか。これら新しい形態のクラブ
は、既に当地区内においても力強い活動を始めています。クラブ相

次年度RIテーマと地区活動方針
ガバナーエレクト　浅木　幸雄（神戸）

ガバナー行動指針
地域社会をつなぎ（Connect）
多様性に富んだ会員組織へ変革する（Transform）

2019-20年度RIロゴマーク
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互の情報交換を通じて、ぜひ設立を検討して欲しいと思います。
また、私たちの古くからのfamilyであるローターアクト・イン
ターアクトへの手篤い支援はもちろん、青少年交換やRYLAなど
の学友にも、この機会を通じて積極的に声をかけて下さい。
時代の趨勢は我々の想像を超えるスピードで刻 と々移り変わっ
ています。それに取り残されることなく、現代に相応しい、多様な
社会的背景を持つ優れた人材を求め、見出し、迎え入れて行き
たいものです。RIテーマでも述べられているように、この機会に
皆さんのクラブの職業分類表をあらためて見直し、活用にあたっ
て今すぐ再検証をお願いします。
　
◆公共イメージと認知度の向上を図り、地域社会とロータリーを
つなぐ
歴代年度を引き継いで今年度の矢野ガバナーも一貫して取り
組まれ、ご承知の通り独自の目覚ましい成果を上げてこられまし
た。次年度も県下各地域との密接な連携と発展改善のため、まず
地区補助金プログラムの積極的活用を各クラブに強く呼びかけ
ることから始めたいと存じております。

◆ロータリーのプログラムを積極的に支援し、安心、安全をモッ
トーに青少年と世界をつなぐ
ご承知の通り、多くの青少年プログラムは既に活発かつ継続し
て取り組まれておりますが、次年度はローターアクト・青少年交
換・RYLA・R財団・米山の５学友それぞれの特性に相応しい支援
を手篤く行っていく所存です。彼ら、彼女らはロータリーで得た貴
重な体験を生かし、それぞれの地域のみならず世界を舞台に活躍
している素晴らしい事例も数多く見られます。その支援を通じて、
もし彼ら、彼女らを私たちの新しい仲間として迎え入れることが
出来れば、先に述べた通り、さらに多様で充実した会員基盤の成
長にもつなげることが出来ます。

◆My Rotary を通じて、ロータリー情報を取得・発信することに
より、ロータリーと世界をつなぐ
国内はもとより、世界の様 な々ロータリー情報を居ながらにして
たちまち手に入れ、すぐさま発信も出来る、この優れたツールを
もっともっと積極的に活用しましょう。情報伝達の高速化、詳密
化がいっそう加速度的に進むであろう当今、クラブ間、さらに会
員間でいち早く行われる情報の共有は、もはや必須の事柄と云っ
て過言ではありません。
歴代ガバナーのご努力と皆様のご理解により、当地区の登録
率が国内他地区に比して高いレベルにあることを喜ばしく思って
おりますが、私としては貴重かつ素早い情報共有の「入り口」で
あるMy　Rotary登録率をさらに押し上げたく、次年度はさらに目
標を上積みします。
もちろん登録方法や手順については、いっそう判りやすく丁寧
なご案内に努めて参りますので、是非とも目標の必達にご協力下
さい。

そして今ひとつ、以上述べた各項目運営の効率化を重視し、課
題解決のため以下の方針を掲げます。

◆地区活動のさらなる効率化・活性化
ともすれば前年踏襲、継続の名を借りた旧套墨守に陥りがちな

従来の地区運営、とくに各部門における委員会活動を活性化し、
先の運営方針に沿ったクラブ支援をいっそう効率的に進めるた
め、次年度に於いて地区組織の再編に着手します。
具体的には別項の編成表をご参照願いますが、再編にあたっ
ては以下を重要な事由としています。

＊RIの基本方針を尊重する
取りも直さず、現RIの枠内における編成を基本とし、特に地

区内委員会の構成については可能な限りRI理事会が決定した
方針（2019.７.１施行）に従う。　
＊クラブにおける委員会組織と地区内のそれを整合させる
各クラブに於いて重要かつ優先的に取り組まれるべき目的
に沿って委員会組織を構成する。
＊委員会活動の効率化をさらに推進する
ガバナー事務所による種々サポートの簡素化と効率化を
図る。
当項目の基本方針は以下の通りです。

１．RI理事会決定に準拠し、以下の地区委員会・小委員会を必
須のものとする。
委 員 会→財務・会員増強・公共イメージ・ロータリー財団・

研修
小委員会→補助金・資金推進・ポリオプラス・財団資金管理・

ロータリー平和フェローシップ
２．同じく以下の地区委員会・小委員会は任意のものとする。
学友・社会奉仕・地区大会・国際大会推進・インターアクト・
国際奉仕・地区プログラム・ローターアクト・RYLA・青少年
交換

３．各委員会内の議論と活動をさらに活性化するため、可能な限
り新しい人材を見出して登用し、運営方法にも工夫を加える。

４．職業奉仕部門については、とりわけ我が国のロータリアンが
奉仕の柱石としてきた歴史を踏まえ、その理念を研究し敷衍
する専門小委員会を研修委員会内に設け、引き続き職業奉仕
に対する理解を深める。
皆様に擱かれてはご意見、ご議論もあるものと思いますが、ひ

とこと申し添えれば、ここで述べた方針の土台には「会員数の大
幅な増大が困難な時代にあっても、今後地区内すべてのクラブか
らガバナーを輩出できるよう、無理のない地区運営を目指す」と
いう希望が込められていることをぜひご理解下さい。

◆年間数値目標
以上の地区運営方針と重点目標に基づく、次年度の数値目標
は以下の通りです。

　

◆おわりに
ご承知の通り、今年度の国際大会は来る６月１日～５日、ドイ
ツ・ハンブルグで開催されます。
ぜひご一緒に参加しましょう。
そして翌2020年（６月６日～10日）の開催地は、奇しくもちょう
ど半世紀前（1968-69年度）、我が国から初めて輩出された東ヶ
崎潔RI会長年度と同じハワイ・ホノルルであります。
また、当時の提唱テーマは「participate 参加し、敢行しよう」
という簡潔で力強いもので、今なお私の記憶に鮮明に残って
おります。
どうか皆様、次年度もさまざまなロータリー事業に積極的
に参加し、敢行して下さい。
一年間宜しくお願い致します。

　■ 会員増強　各クラブ 純増１名
　■ My Rotary 登録率 70％
　■ ロータリー財団年次基金 １名あたり　160ドル
　■ ポリオ基金 １あたり 30ドル
　■ 米山記念奨学金 １名あたり 17,000円
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2019-20年度   RI第2680地区活動方針

◆

◆

◆

◆

◆
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地区研修・協議会によせて
次期地区研修リーダー　滝澤　功治（神戸須磨）

地区研修・協議会は、過去

出席経験があっても、次年

度、クラブで理事や委員長な

どの役職を務められる会員は

必ずあらためて出席しなけれ

ばならないとされています（ロータリー章典

20.060.6）。これは、クラブでリーダー的役割を果

たすには、地区研修・協議会で最新のロータリーの

情報を入手し、新しい年度をどのように進めていく

かを考えなさいということでしょう。 

今、各クラブでは積極的に会員増強に取り組んで

いますが、一方で残念ながら入会後ごく短期間で退

会する会員も出ていると思います。おそらくこの人

たちはロータリーのことをほとんど知らないまま、

ロータリーに興味を持てず、やめているのではない

でしょうか。クラブは会員に適切な研修をするべき

ですが、残念ながら小規模のクラブが多い現状の下

では、研修まで手が回らないというのが実情かと思

われます。

私は次年度地区研修リーダーを務めますが、その

役割は、このように研修にまで手が回らないクラブ

の手助けをすることであると考えています。クラブ

には自治権というものがありますが、会員数の減少

が止まらない現状を見れば、手をこまねいているわ

けにはいきません。私は研修を効率的に進めるに

は、ただ単にセミナーを単発的に実施し、ロータ

リーについて一方的に解説をして済ませるのではな

く、お互いに意見を交換し、共に学んで知識を共有

するという形が望ましいと考えています。その意味

で、ぜひとも次年度は研修システムとしてもうすで

に全国34地区のうち20地区を超える地区で採用、実

践されているRLI（ロータリー・リーダーシップ・

インスティチュート）という手法を地区として初め

て取り入れ、何とかこの地区にも定着させたいと考

えています。
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基調講演

奉仕の心を学び、伝え、実践しよう～ロータリーの変遷と本質から～（ダイジェスト）
2019年RI研修リーダー　山崎　淳一（RID2830・五所川原）

《国際協議会の報告》
RI研修リーダーとして国際
協議会に行ってきましたが、
2019-20年度の国際ロータ
リー会長はアメリカのマー
ク・ダニエル・マローニーさ
んです。彼の選んだ会長テー
マは「ロータリーは世界をつ
なぐ」です。ロータリーを通じて人々が手を取り合
い、行動を起こすためのつながりを築いていきま
しょうと、呼びかけています。スピーチの中では、
ロータリーの成長、家族の重要性、仕事との共存、
国連との連携を強調されていました。

《国際ロータリーの変化》
よく「ロータリーは変わった」という声を耳に
します。変化についてドラッカーはこう教えてい
ます。
「変化は脅威でなく、チャンスとしてとらえなけ
ればならない。変化を探し、本物の変化を見分け、
それらを意味あるものとして利用しなければならな
い。」そういう意味で、皆様と一緒にロータリーの
変化を５つの視点からとらえ、その内容について確
認したいと思います。

１．規定審議会の変化
2016年は例会の出席と会員身分に柔軟性が導入さ
れた規定審議会でしたが、2019年規定審議会の最大
のトピックは次の点だと思います。
①会員や出席がより柔軟になった

a）クラブの職業分類の制限を廃止
b）欠席のメークアップ期間が前後２週間から
年度内に拡大

②ローターアクトクラブの国際ロータリー加盟
③規定審議会後の、見解表明案「国際ロータリー
の課税上の地位変更」に関連するロン・バート
ン財団管理委員長の更迭
さて、国際ロータリーの変化の源は2001年の規定
審議会にあると、私の同期のガバナーである東京の
新藤信之元ロータリー文庫運営委員長の説がありま
す。RI理事会が提出し採択された３つの制定案が、
その後の会員・クラブ・地区の再編成へとつながっ
ていると分析しています。

２．手続要覧の変化
2016年手続要覧から白いページが激減されまし
た。現在の手続要覧はロータリーアンの手引書では
なく、単なる組織規程集となったのです。
今後ロータリーの最新情報はインターネットを中
心に配信されます。しかし、今や我々の仕事や生活
がそうであるように、これは時代や環境の変化に
しっかり対応している姿であることがわかります。

３．ロータリー財団の変化
2017年にロータリー財団が100周年を迎えること
を踏まえ、2005年財団管理委員会は「未来の夢計
画」の検討を始め、2013年度からはすべての地区で
実施されましたが、この背景には複雑になってし
まった補助金システムの簡素化があります。
現在はロータリー財団プログラム、補助金構成、
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６つの対象重点分野などわかりやすいシステムに変
更されました。

４．DLPとCLPについて
1987-88年チャールズ・ケラー会長が長期計画委
員会を設置しました。地区組織と運営の合理化を目
的としたDLPは1992年からのパイロットプログラム
を経て、2002年からは全地区に採用が義務付けられ
実施されました。
これを受けてCLPが立案推奨されました。強制さ
れるものではありませんが、自分たちのクラブの在
り方を見直すことは大切だと思います。

５．RI戦略計画
2001-02年度RIは組織を導く長期的な戦略計画を
立案し、その後戦略計画委員会の設置による「戦略
計画」の見直し、「年次目標」「ビジョン声明」
「中核となる価値観」「ロータリーの使命」「ロー
タリアンの行動規範」の発表そして変更、「世界を
変える行動人」キャンペーンの推進など、目まぐる
しいほどの変化を感じます。
しかし、これらは目的地に達するまでの道しる
べ、コンパスと言えましょう。これらの変化は時代
や環境の変化に対応したものであり、ロータリーの
本質や哲学は何一つ変わっていないのです。

《ロータリーの目的》
ロータリーの目的は和訳では難解ですが要はど
う理解するかであります。私流にロータリーの目
的を表現すると次の通りです。
「奉仕の心を学び、伝え、実践しよう。
①多くの皆さんと、ゆるぎない信頼関係を構築し
ましょう。
②職業倫理を高め、仕事を通じて社会に貢献しま
しょう。
③家庭を愛し、仕事を愛し、社会を愛して生きて
いきましょう。
④国際理解を深め、平和を推進しましょう。
この４つを一体として実践し続けましょう。」

《ロータリーの本質》
ロータリーは知れば知るほど面白くなるし、関わ
れば関わるほど自分を磨いてくれます。今までの多
くの人々や言葉との出逢いに感謝しています。特に
佐藤千壽さんの言葉、ビチャイ・ラタクル元RI会長
の立ち居振る舞いから多くのことを教えられまし
た。これからもたくさんの親睦と奉仕を皆様と一緒
に積み重ねていきたいと願っています。

※お詫び：紙数の関係上、本項は抄録とさせて頂き
ました。あしからずご了承下さい。
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講　演

「クラブ活動の“対外広報”と“IT化”」
第３ゾーン　ロータリー公共イメージコーディネーター　横山　守雄（RID2660・大阪中央）

各クラブの「広報委員会」
の主要な職務は、以前はクラ
ブ内での広報活動が主体であ
りました。
現在、広報委員会の役割と
して強調されておりますの
は、「ロータリーの対外的な公共イメージ向上と、
認知度向上」の活動です。RIはロータリーの公共イ
メージについて、定期的なアンケート調査を実施し
ており、日本での認知度は極めて低いと云う結果が
出ております。日本のロータリーは、一般社会では
あまり「馴染みがない団体」と云うことになりま
す。私達は日本ロータリーの存在感を分かり易い形
で一般社会へ広報し、会員基盤の強化に繋げて行か
なければなりません。

一方、ロータリーに対する一般社会の認識は「ご
く限られたエリート集団」と捉えられております
が、「社会の多様な人々に門戸が開かれた組織であ
る」ことを社会の皆様へお伝えし、そしてクラブの
会員基盤を一般社会の様々な職務に従事されている
方々や、女性、学友などの若人が入会可能となるよ
うに、クラブ内での「受け入れ態勢」を整えること
が肝要です。

一般社会への広報に関しての「クラブの課題」
は、日本のクラブは伝統的に「陰徳」を旨として参
りましたが、現代社会ではどの様な組織団体でもそ

の活動内容を積極的に公開・公表することが組織の
発展に繋がると云う考え方に変わってきており、
「陰徳の精神」では地域社会へ繋がって参りませ
ん。もう一つの課題は、各クラブのマスメディアを
通じた広報はメディアとのコネクションや接点が限
られておりますから「繋がる方法」を見出して行く
必要があります。

また「My ROTARY」や「Rotary Club Central」
をフルに活用し、広報手段の領域を広げて行くこと
も検討課題です。各クラブの広報活動は、従来から
の一般的な手段から、RIが近年特に推奨しておりま
すFacebookなど、SNSの活用による広報へとシフト
しつつあります。コストが殆ど掛からず一般の人々
からのアクセスが年々漸増しておりますSNSによる
広報を、各クラブで前向きにご検討下さい。

「My ROTARY」と、「Club Central」への対応
は、各地区のガバナー、ガバナー補佐と地区委員
会、そしてクラブの会長・幹事が、「三位一体
で」、前向きに対応されていらっしゃる当地区で
は、RI会長が目標とされている国際水準をクリアさ
れています。「広報と、IT化」部門の活動は、クラ
ブリーダーの皆様方が、本当にやる気で対応されま
したら、不可能なものは何もありません。「広報と
IT化活動」に対する各クラブの皆様方の継続的な、
ご尽力をお願い致します。
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ロータリー財団の有効活用
第３ゾーン　ロータリー財団地域コーディネーター　田村　泰三（RID2710・柳井）

ロータリーとロータリー財

団は車の両輪に例えられま

す。また、ロータリーは社団

法人でロータリー財団は財団

法人であると説明されること

もあります。

ロータリー財団はロータリアンの寄付によって集

められたお金を公益財団として管理されています。

そしてそのお金はロータリアンによって世界のため

に使われることです。この世界のために使うロータ

リアンがどのように使うかを考えることが重要であ

り、その内容が有効なことに使われるほどロータ

リー財団は有効利用されることになると言えます。

有効利用は誰かほかの人がするのではなく、私た

ちロータリアンによる財団補助金を利用することで

す。初めから最高度の有効利用をされることは困難

です。間違った方向でないことを確認しながら着実

に進めていくことが大切です。

プロジェクトの効果はほとんど場合すぐに表れま

す。これによって有効活用の評価は過小評価される

ことも過大評価されることもなく下されます。私た

ちの判断に対する評価であり、自分自身が成長して

いくためには欠かすことができないことです。

国際ロータリーの戦略計画において中核となる価

値観があります。その中に多様性があります。多様

性という価値観を身に着けるためにはどのような手

段があるのか判断しにくいところです。補助金を利

用したプロジェクトを構築する際に、支援を受ける

人の立場に立って考えたことが正しいものであった

かどうかが評価に表れているといえます。したがっ

て、ロータリー財団を活用することで多様性という

価値観を育成することになるといえるでしょう。

これこそロータリー財団を活用することによって

得られる最大の効果であると考えられます。

グローバル補助金は実施国との協議や協力体制の

構築などの準備に多くの労力を必要とします。一方

多くの成果を得ることもできます。地区補助金は地

域の援助を対象にしています。地域において必要と

されている援助を見る目が育ってくれば次々とプロ

ジェクトの材料が見つかることになります。地区補

助金を国外のプロジェクトにも利用できます。奨学

金にもグローバル補助金の制限なく用いることがで

きます。

ロータリー財団の有効活用への道は限りなく広

がっているといえます。大きな期待をもって財団の

活用を進めてくださることを希望します。
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部門別分科会

会長部門
リーダー　浅木　幸雄（神戸）

「会長が頑張っているクラブ
は元気」
先に述べた地区運営方針

「Connect and Transform つな
ぐ・変革する」を今一度ご確認
のうえ理解を深めて戴き、それ
に沿って各地域の代表であるガ
バナー補佐各位より常にタイム
リーなご支援ご協力を行って参ります。どうか忌憚な
くご相談下さい。皆様のご奮闘をこころより願ってお
ります。
さて、今あらためて強調したいのは「例会の大切

さ」「クラブ会長に求められるリーダーシップ」であ
ります。
まず滝澤功治・次期地区研修リーダー（神戸須磨）

より「クラブを元気にするリーダーシップ」と題して、
席上さまざま心強いデータと指針が示されました。

・クラブ会長の役割は、Rotarianが率先して地域の課題
や社会問題に取り組むための道筋を示すことである。

・クラブ会長に求められる最も大きな責務は、積極的
な出席と参加を促す、例会の企画運営である。

・過半数のRotarianが「理想の団体」として挙げている
項目「地元で直接、世代を越えて交わる機会」、これ
即ち「例会を大切にせよ」という指針に他ならない。

・今なお例会に「価値がある」と回答したRotarianは
70%に達し、さらに「人脈の構築」を理由とした比
率は50%を越えている。

・日本をはじめ台湾、さらに欧州において、閉鎖的環
境を是とした傾向はさておき、最も価値を感じる項
目として「友情と親睦」が１位に挙げられている。

・他のゾーンにおいては必ずしもこれを重視していな
い傾向もみられるが、単に価値観の相違であって、
総合して世界の70%のRotarianは言わば「日本サイ
ド」とみて差し支えないと考えられる。

・これら最新の情報、データはMy　Rotaryを通じて容
易に入手できる。

いや増して出席軽視の傾向を感じる昨今ではある
が、その一方で今なお例会が如何に大切に考えられて
いるかが浮き彫りになっている。
ロータリーに求められる本質は変わっていない。自

信を持って「会員が参加したくなる」例会運営に取り
組んで欲しい。
「Rotary　Clubは平均出席率が高くなくては、その重
要なる目的を達成することが出来ない。最良のClubと

は、最高の出席率を保持するClubである」
ポール・ハリス（佐藤千壽氏の著書より）

次に、髙瀬英夫ガバナーノミニー（西脇）より、
2001-02年度リチャード・キングRI会長の講演「ロー
タリーからあなたへ」に基づく「ロータリーのよいと
ころ」を再確認するための20項目を挙げた文書のプレ
ゼンテーションがあり、さらに黒田建一・次期地区危
機管理委員長（西宮イブニング）からは「クラブに於
ける危機管理」と題して、訴えられたハラスメント行
為に対する対応と執るべき措置について詳細な説明が
ありました。
前者は平易簡潔にロータリーの魅力が述べられた、

新会員の指導や勧誘時、或いは現会員の退会抑止にも役
立つ恰好の資料となると思われ、後者はあらためて種々
ハラスメントに対する現今の厳罰主義をあらためて知る
機会となりました。とりわけ迅速かつ秘匿のない対応を
欠いた場合において、その累はクラブ自体に及ぶという
厳しい現実を我々は再認識せねばなりません。

続いて「クラブを活性化させるアイデア」として
①クラブ例会の持ち方「出席したい例会にする」 ②ク
ラブ会長の役割「会長の時間の持ち方でクラブが変わ
る」をテーマに、各テーブルでディスカッションが行
われました。充分な時間的余裕がなく、皆様には大変
申し訳なく存じておりますが、閉会後「話し足りな
い」「もっと話したい」といった意見が数多く寄せら
れたことには却って頼もしさを感じた次第です。

最後に・・
例会に於ける会長スピーチは、まず何よりも「自分

らしく」を心がけられれば良いと思います。また、ゲ
ストや会員の卓話には、往々にして外では聴くことの
出来ない貴重な情報がふんだんに含まれています。こ
れらを軸に、ぜひ本会合で得た知識とヒントを役立て
られ、皆様にはどうか意義ある、より楽しい例会運営
を目指して欲しいと存じます。
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幹事部門
リーダー　村尾憲一郎（神戸）

土橋達生SAAの開会と進行
により、はじめにリーダー村尾
憲一郎から次年度幹事へお伝え
したいことを約30分ご説明しま
した。概要はロータリー章典・
ロータリー財団章典・クラブ定
款・細則を手元に置いて読み返
し、クラブ運営の柱となる会長
の任務・幹事の任務それぞれをよく理解して頂きたい
こと、「クラブを成功に導くリーダーシップ：幹事編
2019-22年度」を参考に、就任前からステップバイス
テップで入念な準備をして頂きたいこと、RI理事会の
DLP変更決定に従って、浅木ガバナー年度より地区委
員会組織の統合と再編を行う理由をご理解頂きたいこ
と等でした。RI理事会が大きく方針を変えたことによ
り、日本のロータリアンが思いもよらなかった事が現
実のものとなり、戸惑われたかもしれません。
続いて、前川秀一副リーダーによる髙瀬ガバナー年
度からの依頼事項について説明があり、滝澤審議会
代表議員が持ち帰られた2019年規定審議会の結果を
踏まえ、翌週に開催される地区規定審議会報告会の
一端について、工藤涼二副リーダーによる披露があ
りました。

Q＆Aの時間では、「７月１日よりクラブ細則の変
更が必要であることは分かるが、新しい手続要覧が
入手できない段階で、クラブとして実務的に無理な
く対応するにはどうしたら良いのか、地区の方針を
教えてほしい。」という質問も出て、関心の高さが
窺われました。
終盤に入り多木有一副リーダーからは矢野ガバナー
年度からのお礼と次年度幹事への激励があり、中村尚
義カウンセラーの「幹事は事務長で実務上の代表者、
いつも会員の方を向いていなければならない。会長が
理想を説くなら幹事は現実の汚れたところを拭い去っ
ていく。よどんだ空気があればそれを飲み込み、吐く
息は幸せの息であってほしい。もう一つ大切なこと
は、色々な会合の出席率を上げることが求められる。
出席率は確実にクラブ活力のバロメーターとなる。見
えないところの働きが要求される。」という総括は、
これからクラブ運営を託されたみなさんにとって、目
の覚めるご助言であったと思います。
分科会のスムーズな進行にご協力頂き、感謝申し上
げるとともに、次年度幹事各位のご活躍とご成功を心
よりお祈りします。

カウンセラー

リーダー

副リーダー

副リーダー

副リーダー

SAA

副SAA

Q＆Aと総括

次年度幹事にお願いしたいこと
次年度幹事への激励
髙瀬年度からの依頼事項
規定審議会報告会について

進行・監督

進行・監督

中村　尚義PDG（洲本）

村尾憲一郎（神戸）
多木　有一（加古川中央）
前川　秀一（西脇）
工藤　涼二（神戸西神）

土橋　達生（神戸）

山本　俊一（神戸）

次期研修委員会副委員長
次期RLI小委員会委員長
次期代表幹事
代表幹事
次々期代表幹事
次期規定審議委員長
総務管掌
次期副代表幹事
総務担当
次期副幹事
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クラブ管理運営部門
リーダー　城　　　守（姫路）

各クラブにおけるクラブ管

理運営委員会は、ロータリー

の五大奉仕の第一部門である

「クラブ奉仕」をより具体的

に実行していくために必要と

される委員会です。

浅木ガバナーエレクトから当委員会への要請事

項６つの内、２項目に絞って分科会で取り上げま

した。

まず、「My　ROTARYへの登録率向上の推進を

図る」について。

目標を矢野ガバナー年度50％から65％に高めると

の要請ですが、既に2019年５月７日時点で61.01％に

なっています。これは国内34地区中２位で本日講演

された横山守雄第３ゾーンロータリー公共イメージ

コーディネーターからは、ぜひ70％を目指して欲し

いとのコメントを頂きました。これだけの登録率に

なったのは、矢野ガバナーとガバナー補佐、そして

各クラブリーダーの努力の賜物です。浅木ガバナー

年度も引き続きガバナー、ガバナー補佐、そして本

分科会出席のクラブリーダー予定者の皆さまのご理

解とご協力を要請致しました。

次に、「クラブの活性化のための長期戦略を推進

するよう協力する」については、本分科会のテーマ

「クラブの戦略計画」として取り上げました。

テーブルディスカッション前に、「長期戦略」か

ら「戦略計画」への経緯説明及び地区内クラブにお

ける戦略計画委員会設置状況の報告をしました。続

いて、「なぜ、クラブに戦略計画が必要なのか？」

については、RIの戦略計画立案ガイドや資料、中

村尚義パストガバナー作成資料に基づき説明致しま

した。

その後、１つのテーマごとに事例説明をしてか

ら、①「クラブの現状を把握する」、②「クラブの

ビジョン・戦略計画」をテーマにテーブルディス

カッションが始まりました。各テーブルでは各クラ

ブの状況や活動など有意義な意見交換ができたよう

でした。

この地区研修・協議会分科会はグループ外のクラ

ブと意見交換ができる貴重な機会です。今後のクラ

ブ管理運営の参考にして頂けましたら幸いです。
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会員増強部門
リーダー　武田　寿子（神戸西）

15時より会員増強部門分科

会は各クラブの会員増強委員

長68名が以下のプログラムに

沿って熱心に研修・協議を

行った。

まず次期武田委員長から、「会員増強のための

Transform について」の趣旨説明があり、次年度浅

木ガバナーの方針に沿って各クラブ女性と若年層の

会員増強を目指すために、会員基盤をいかに多様化

するかについて説明があった。

次に宇尾次期副委員長から2680地区の現状と会員

増強委員長の役割について、今年度増強拡大委員会

が取り組んだ様々なデータのもとに、戦略計画を立

て、クラブ一丸となって取り組む必要があること、

また会長が毎回スピーチの中で増強について強調し

会員一同がそのことに意識を持つことが重要である

と、PPを使用し具体的なお話があった。また使用

したデータは各クラブから要請があれば、ガバナー

事務所を通じて送付される。

その後15時30分から本條次期委員の司会で、テー

ブルディスカッションが行われた。班ごとにリー

ダー・記録者を決め、交流を深めながら以下の３点

について情報交換を行い、協議した。

テーマ「会員基盤の多様化推進に向けて」

１．会員増強委員会はメンバーで構成されているか？

２．卓話に地域で活躍する女性や若者を招いているか

３．クラブの健康度チェック、クラブの現状分析と

10年後のクラブの在り方を模索し、改善しなけ

ればならない点は何か？

限られた時間であったが、それぞれのクラブの状

況や課題点など共有することができ、次年度への準

備のために委員長たちが決意を固めることができた

のではないだろうか。

16時25分、最後に丸尾パストガバナーからの講評

と、「どっぷりとロータリーライフにつかること」

という激励をいただき閉会した。
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職業奉仕部門
リーダー　大内　晋二（神戸須磨）

開会挨拶で、地区組織変更の
経緯について、大内より説明さ
せていただいた。
2016年規定審議会で、職業奉
仕のマニュアル化（社会奉仕
化）が標準クラブ定款第６条に
書き込まれた。職業倫理を職業
奉仕から削ぎ落とす考え方と軌
を一にするものであろう。これをうけて国際ロータ
リー（RI）理事会は「2019年７月より地区リーダー
シッププラン（DLP）の実施につき、職業奉仕委員会
と青少年奉仕委員会の責務を、社会奉仕委員会に統合
する」と決定（2017年６月会合）した。地区運営は、
国際ロータリー理事会が決定するDLPを準則する。こ
のため、職業奉仕委員会が地区から消滅するのではな
いか、その結果、地区内クラブの「職業奉仕」の決定
的停滞をもたらすのでは、との見方が広がっていた。
浅木年度の地区組織表に注目が集まった。しかし、
第2680地区の底流にある「職業奉仕」をロータリー思
想の中核として捉えるロータリー観を伝承し、地区の
使命は地区内クラブを支援することであると自覚する
立場から、浅木年度は研修委員会内に「職業奉仕・職
業倫理小委員会」として設置し、「職業奉仕委員会」
の消滅を回避することとした。
プログラムの第一は、安平パストガバナーより
「ロータリーの歴史」を中心とした講話をいただい
た。ロータリー運動の歴史にあって「職業奉仕の理
念」が中核にあったことをスライドと配布資料により
平易に説明していただいた。業界を代表する世界的企
業のデータ偽装や不正経理などを慨嘆され、今こそ実
業倫理に思いを致さなければならないと強調された。
「愛情の世界に生きる心をもって打算の世界をコント
ロールしようとする考え方が職業奉仕の原理である。
愛の心をもって職業を営んでいると、信用という保護
膜につつまれ、長期的に安定した強靭な体質の企業を

作り上げることになる。この原理の総体を職業奉仕と
呼ぶのだ」と、故深川純一パストガバナーの言葉で講
話を締めくくられた。
プログラムの第二は、研修委員会中村尚義副委員長
から「RLIについて」の解説と、職業奉仕を研修委員
会が担当する意味が説明された。RLIとはロータ
リー・リーダーシップ研究会（Rotary　Leadership 
Institute）のことで、ロータリアンの自主性と卓越し
た指導性を涵養し、ロータリーを活性化することが目
的であること。RLIは独特なディスカッションによる
研修を採用しているが、これを成功させるには、ディ
スカッションを誘導するファシリテーター（進行役）
が効果的に機能することが肝要であること。このファ
シリテーターの養成が浅木年度研修委員会の一つの柱
である、などが提示された。
そして、クラブの中心目的は会員のロータリアンと
しての成長であり、クラブ目的の推進を地区研修委員
会はRLI方式の普及という形で支援すること。RLIの中
心テーマとして「職業奉仕」を取り上げること。その
理由は「実力の涵養、人格の深耕」というロータリア
ンとしての成長は「職業奉仕」を中核とする思考を措
いてはなしえないからだとされた。「職業奉仕」を
テーマとするための教材の制作、設問の吟味などの検
討が、委員会のもう一つの柱であり、職業奉仕小委員
会を研修委員会内に設けた理由であると、中村副委員
長は明らかにされた。
この後、職業奉仕部門分科会に参加のクラブ職業奉
仕委員長を十グループに分け、RLI方式のディスカッ
ションを試行した。RLI方式に習熟していない次期研
修委員がファシリテーターを務めたため危ぶまれた
が、年齢、ロータリー歴などに大きな差のある初対面
のロータリアンが、ファシリテーターの発問で順次１
分ほどずつ活発に話した。RLI方式の効果を予感させ
るものがあった。
池信秀明副リーダーの挨拶で職業奉仕部門を閉じた。
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社会奉仕部門
リーダー　藤井　恵一（篠山）

リーダー藤井恵一次期社会

奉仕副委員長の開会と進行に

より、はじめに、カウンセ

ラー矢野宗司次期社会奉仕委

員長よりロータリーの社会奉

仕理念の成り立ちについて　

歴史的推移、決議23-34『綱領に基づく諸活動に関

するロータリーの方針』、『社会奉仕に関する声明

（決議92-286）』をもとに、その後、ロータリーク

ラブにおける社会奉仕プロジェクトとして３つの社

会奉仕プロジェクトのメリットとデメリットについ

て話されました。その３つとはすなわち、

①クラブ独自の予算による社会奉仕プロジェクト　

メリットは、クラブの自由裁量で実施可能、デメ

リットは、使途の公正さが不明確

②地区補助金を使った社会奉仕プロジェクト

メリットは、資金管理が明瞭、資金の補助がある

こと、デメリットは、申請時期の限定、財団によ

る制約、書類の煩雑さ

③奉仕プロジェクト特別会計を使った社会奉仕プロ

ジェクト

メリットは、財団による制約がない、デメリット

は、年度により変更

続いて、副リーダーの瀬戸徹次期社会奉仕小委員

長より、地区補助金の活用の仕方並びに浅木年度実

施の地区補助金を使う社会奉仕プロジェクトの申請

が23件あり、現在予備審査中である旨の説明がされ

ました。今後、その中のプロジェクトで奉仕プロ

ジェクト特別会計を使った社会奉仕プロジェクトに

変更になるものもあるとの報告もされました。

副リーダーの山口宰社会奉仕副委員長より、発達

障害理解のための地区やクラブの取り組みについて

の説明がありました。来年１月25日（土）に神戸芸

術センターにて地区主催の発達障害講演会が、開催

される旨の告知も行われました。

19-20年度の地区運営方針に基づき、社会奉仕委

員会のプロジェクト後の社会とのコネクトという

ことで、副リーダーの濵浩一次期公共イメージ委

員長、浅見昭彦次期公共イメージ委員会委員から

下記のとおり、事業後の広報、現状での新聞紙上

における広報実績、今後の方策等の話をしていた

だきました。

地道な活動、知ってもらうために

（浅見委員講話概要）

ロータリークラブの認知度は、「名前は知ってい

るけど、よく分からない」というのが正直なところ

でしょうか。いいか悪いかは別として、ネット時代

のブランディングとは、情報が集まる場に参加しな

ければ忘れられてしまうということ。ただ、悪意を

もった情報が流布されると、消し止めるのは難し

い。ブランド棄損は築城３年落城１日、いや一瞬で

す。何のために、誰に向けて訴えるのかを整理し、

情報発信を続けることが肝要です。

最後に、クラブの次期委員長の皆様方からの質疑

にお答えし時間通り終了しました。
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国際奉仕部門
リーダー　山本　正二（西宮夙川）

国際奉仕小委員会：国際奉仕委
員長　山本正二（西宮夙川）
外国と協力して地域社会の
人々に“なにかいい事をしよ
う”とお考えの場合、クラブ
独自でやる、という方法以外
に地区の国際奉仕委員会とし
てお手伝い出来る方法があります。まず地区補助
金奉仕プロジェクトとして立ち上げる方法です。
これは比較的少額で、短期で終了できる案件が対
象で、ロータリー精神に反しない限り、自由に選
べます。一方グローバル補助金（人道的プロジェ
クト）として立ち上げる方法もあります。これは
30,000ドル以上の大きなプロジェクトが対象で、持
続性も要求されます。そして６つの重点分野に関
係していなければなりません。各クラブにてプロ
ジェクトをお考えの場合は地区ガバナー事務所ま
で連絡いただければ出来るだけサポートさせてい
ただきます。

VTT関係：国際奉仕副委員長　圓尾美佳（龍野）
VTT（Vocational Training Team）も地区補助金
VTTとグローバル補助金VTTが可能です。以前と
は違って送り出しのみ、または迎え入れのみでも
可能です。外国のロータリークラブと関係を深め
る良い機会となりますからぜひプロジェクトをお
考え下さい。地区委員会として出来るだけサポー
ト致します。

最後に、松谷齊泰会員（神戸東）から、グローバ
ル補助金VTT「病理人材育成プロジェクト」（受
入期間：３月17日～４月１日）（提唱：神戸東
RC・カンボジアのプノンペンメトロRC）の実施報
告がありました。

学友小委員会：学友小委員長　永松潔和（神戸）
現在当地区にはRYLA学友会、ロータリー財団兵
庫学友会、米山奨学生学友会（兵庫）、青少年交換
学友会（ROTEX）があります。更にローターアク
トの学友会の創立も現在検討中です。
RIはこれら学友をロータリーファミリーと位置
づけ将来ロータリアンになって会員増強に繋げる構
想を持っているようです。しかし現在、学友から
ロータリアンになったメンバーは極僅かです。理由
としてはこれらのプログラムに誰がいるのかその人
材がどれくらいのスキルを持っているのかが提唱並
びに世話クラブでさえ把握してないことが問題であ
ると考えます。提唱並びに世話クラブはこれらのメ
ンバーを推薦するにあたって十分な選考をもって送
り出していただきたく思います。学友小委員会では
学友会総会やその他の会を企画する予定ですので、
その会に来ていただき素晴らしい人材を見つけ、将
来のロータリアンとして推薦していただければ幸い
です。

この後、会場の各テーブルにて国際奉仕について
のディスカッションがありました。
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青少年奉仕部門
リーダー　坂東　隆弘（柏原）

青少年奉仕部門分科会は、
次年度より青少年奉仕委員会
が廃止されるため、異例な形
で行われました。
クラブの混乱を招くであろ
うという配慮から、社会奉仕
委員会に属するインターアクト小委員会、ローター
アクト小委員会、RYLA小委員会、国際奉仕委員会
に戻す形になった青少年交換小委員会が、従来通り
の青少年部門分科会として招集されました。青少年
奉仕のクロスプロモーションを先駆的に推進する当
地区にとっては多難の委員会構成となりました。
社会奉仕委員会を割った形になり、矢野宗司ガバ
ナー（社会奉仕委員長）は出席がかなわず、坂東隆
弘副委員長がリーダーを務めることになりました。
旧青少年奉仕委員会であった中本広太郎インターア
クト小委員長、奥田裕ローターアクト小委員長、田
中賢一RYLA小委員長、白井務子国際奉仕委員会・
青少年交換小委員長の４小委員長と、上谷佳宏地区
財務委員長、光斎信治監査委員長に副リーダーとし
てご参加いただき、青少年奉仕には最も重要な危機
管理委員会の黒田建一委員長と青少年奉仕に関連深
い学友小委員会の永松潔和委員長には、各分科会を
抜けてご出席いただきました。また、各小委員の皆
様にもテーブルディスカッションのサポート・ファ
シリテーター役としてご出席いただきました。

先ず、坂東副委員長より、挨拶のあと、PETSに
出席がかなわず、恒例のアンケート結果発表ができ
なかったとの説明がありました。次いで、クラブ青
少年奉仕委員長は、青少年という名前からか比較的
ロータリー歴の浅い若い会員がその役に付かれる傾
向があるため、ロータリーについてのお話も交え、
さながら講演会のような形式をとりました。ロータ
リーの青少年奉仕の歴史を振り返り、「青少年奉
仕」の目的は「人を育てる」「心を育てる」奉仕で
あり、与える奉仕から育てる奉仕へと進展していっ
た歴史を確認しました。ロータリーの団体奉仕に対
する考え方も「決議23-34」の話も含めお話しまし
た。途中で、他分科会から来られた黒田危機管理委
員長のお話が、時間の関係で坂東の話を中断する形
になり、双方解り難い話になったと思います。
続いて各小委員会報告については、青少年交換小
委員会と学友委員会以外をまとめて、坂東副委員長
から各論をお話しました。
毎年、クラブから日程と予算を教えてほしいとの
要望があるのですが、当日配付の青少年奉仕マニュ
アルに掲載した主要行事予定表が大幅に削除されて
しまい、予算についてもお伝えすることができませ
んでした。本旨が十分伝わらず、ご参加頂いたクラ
ブ青少年奉仕委員の皆様には誠に申し訳ないことを
したと反省しております。
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ロータリー財団部門
リーダー　石丸鐵太郎（神戸南）

第３ゾーンロータリー財団
地域コーディネーターの田村
泰三様にご臨席いただき、分
科会では各クラブのロータ
リー財団委員長にとって有益
な情報を提供することを中心
にプログラムを進めていきま
した。
プログラム：
１．基調講話「ロータリー財団へ心のこもった寄付
を」（石丸鐵太郎リーダー）
「世界でよいことをしよう」という財団の目的
のために、善意による心のこもった寄付をお願
いします。

２．各小委員会の活動について
①資金推進小委員会（山口宰資金推進委員長）
・クラブでの募金推進のステップ・ファンドレジ
ングのヒント
・地区寄付目標額　年次寄付：160ドル、ポリオ
プラスへの寄付：30ドル

②補助金小委員会（佐茂省治副リーダー）
・ロータリー財団の使命と位置づけ
・補助金プログラムの説明（地区補助金・グロー
バル補助金）

③財団資金管理小委員会（飯田健一副リーダー）
・補助金の使い方の制約：別口座、口座振り込
み、領収書、毎月口座残高確認、支払い開始の
時期、注意ください。

・補助金管理説明会（７月第２週予定）参加をお
願いします。

④ポリオプラス小委員会（喜多美雄副リーダー）
・ポリオ根絶活動のビデオ上映
・ポリオプラス小委員会の活動予定を説明しま
した。

⑤奨学金・平和フェローシップ小委員会（佐茂省治
副リーダー）
・地区奨学金（タイプ１、２、３）・グローバル
補助金（奨学金）

３．ロータリー財団の成果
①元国際親善奨学生　植田杏奈様の留学生活の報告
があり、ロータリーへの感謝のお気持ちをお話し
されていました。
②グローバル補助金VTT「カンボジアにおける病
理人材育成プロジェクト」
代表連絡担当者の松谷齊泰様（神戸東）による
癌病理技師の育成プロジェクトの報告があり、グ
ローバル補助金プロジェクトの成果が述べられま
した。

４．地区ロータリー財団委員会からの連絡
地区ホームページから閲覧できるRI日本事務局発
行「財団室NEWS」からロータリー財団の情報を逐
次確認することをお願いします。

（文責：副リーダー　佐茂　省治）
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米山記念奨学部門
リーダー　秦　紳一郎（洲本）

１．リーダー秦より、米山記
念奨学事業全般について
説明をいたしました。
東京RCが米山梅吉氏の業績
を称え遺徳を偲んで立ち上げ
た「米山基金」から始まり、
平和を願う当時のロータリア
ンのこの事業にかけた思い
や、世界に平和の種をまく人づくりの国際奉仕事業
であることをお話ししました。
当地区2019学年度は新規採用21名、継続８名、合
わせて29名の奨学生をお世話し、出身国は13カ国と
多くの国の留学生を迎えております。救貧型奨学金
ではなく人づくり先行投資型奨学金であることや、
出身国を差別することなく採用していることもお話
しいたしました。
国内をはじめアジア各国に広がる学友会も紹介
し、事業の成果を説明しました。

２．三宅副リーダーより、奨学生選考に関する説明
をいたしました。
個人応募ではなく指定校からの推薦による応募で
あること、指定校内で厳しい選抜を経た優秀な学生
から書類選考と面接選考にて厳正に合否を判定して
いることを説明いたしました。
毎年２月に地区内の学校の留学生担当者を集めて
大学説明会を行っており、多くの国の奨学生を迎え
たい旨を伝えた事が、多様な国の奨学生を採用でき
た理由であると考えております。

３．2017-19学年度の奨学生であった、方芳（ファ
ン　ファン）さんから奨学期間を終えてのお話
をしていただきました。
神戸大学で会社法を学ぶ彼女は、奨学金を受給

出来たことで如何に勉学に集中できたか。ロータ
リアンに接することで、社会貢献への思いや母国
との架け橋になる決意を持ったかなどを話してく
れました。

４．小渕博之氏（西宮RC）より、カウンセラーの
経験をお話しいただきました。
小渕さんには海外応募（海外から直接応募する制
度）の神戸大学学部生であるグェン　ティ　クィン 
ゴックさんというベトナムからの奨学生のカウンセ
ラーを２年間務めて頂きました。
彼女をお世話するにあたり、会話の途絶えがちで
あった奥様の多大なる協力が得られ、大変助かった
ことや、就職活動をするにあたってアドバイスをし
て無事に一部上場企業に就職できたこと、大学の卒
業式に出席して役目を終え、感無量であることなど
をお話し頂きました。

５．武本副リーダーより、寄付についてお話をいた
しました。
寄付金の使われ方に始まり、当地区の実績を説明い
たしました。また、奨学生が確約書に署名し奨学金を
適正に使う義務があること、奨学生のアンケートでは
経済的にだけでなく精神的にも支えられ、奉仕の心を
学んだという答えがあることを話しました。寄付金の
額により、採用できる奨学生の数が決まります。寄付
が増えれば優秀な学生を多く採用できます。

2019-20年度の個人寄付額の目標は、
17,000円です。

最後の質疑応答では、クラブ委員長の責務をお
話しし、米山月間の事について質問があり、お答
えいたしました。
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ガバナー所感
ガバナー　矢野　宗司（加古川中央）

長時間に及ぶ研修、お疲れ

様でした。素晴らしい数々の

講演は皆様の心にしっかりと

伝わったものと思います。情

報は発信者と受け取り手に

よって成り立ちます。そして、受け取り手は自分の

フィルターを通して、情報を理解します。そこに誤

解が生じる場合もあるのですが、今日は私のフィル

ターを通しての所感を述べさせていただきます。

まず１点目は規定審議会の件です。採択された内

容は７月１日から適用されます。定款の日本語訳が

出版されるには時間がかかりますが、次年度の会

長・幹事の皆様は内容をしっかり理解して、定款・

細則の見直しに着手する必要がある点をご留意くだ

さい。

２点目は次年度の地区組織についてです。浅木エ

レクトは工夫された組織構成をされています。国際

ロータリー（RI）は理事会で青少年奉仕委員会、職

業奉仕委員会を社会奉仕委員会に含めるという決定

をしました。地区はRIの方針に従う必要があります

が、職業奉仕については日本のロータリー、特に当

地区は職業倫理を重視します。そのことを踏まえ

て、研修委員会の中に職業倫理小委員会を設けまし

た。多くの皆様が納得される組織構成ではないかと

思います。

また、研修委員会の中にRLI（Rotary Leadership 

Institute）小委員会を設けました。本年度の戦略計

画委員会でRLIを地区で採用することが答申され、

それを受けての組織構成で、すでにその実施に向け

て担当の中村パストガバナーが積極的に動かれてい

ます。ロータリーの研修においては、素晴らしい

リーダーによる会員の意欲を喚起する講演とRLIの

両輪が必要であると思います。是非、その実施に期

待します。

そして、最後はMy　ROTARYの登録率について

です。浅木エレクトが65%の目標を決定した時には

地区での登録率はまだ50%未満でした。それもすで

に61%を超えました。是非、目標を70%に設定をし

ていただければと思います。

この後は部門別の分科会が始まります。さらに、

研修をしっかりと進めていただくことをお願いし

て、所感とさせていただきます。



閉会挨拶
ガバナーノミニー　髙瀬　英夫（西脇）

閉会にあたり、一言ご挨拶

申し上げます。

まず、広いRI2680地区、北

は但馬、南は淡路から全クラ

ブのご出席を賜りましたこと

厚く御礼申しあげます。また、山崎様、横山様、田

村様には、遠路お越しの上、ロータリーの今日の

課題を具体的にご提示いただき、我々に考える機

会を与えて下さいました事、重ねて御礼申し上げ

ます。

先月の規定審議会で多くの制定案が議論されま

した。世界の動きに連動しながらも、我が地区、

我がクラブにおいては、足元をしっかり見つめ直

し、議論する事が今後益々求められてくると感じ

ております。

本日の全体会議、部門別分科会での議論を参考に

クラブ協議会での熟議を経てスタートし、実り多い

１年となりますよう努力して参りましょう。本日お

集まりの皆様は、令和初代の会長・幹事・理事会メ

ンバーとして、また節目の年として後々話題に上

ることでしょう。

ここで、今年１月の国際協議会に出席されまし

た浅木エレクトご夫妻のお土産をご紹介いたしま

す。これは、奥様がクイズに正解し獲得されたも

のです。

我々ロータリアンが、1985年以来その根絶を目指

すポリオウイルスを型取ったものです。あと少しに

迫ったポリオ根絶に向けたRIの強い意志のあらわれ

としてご紹介いたします。改めて全員で「最後の最

後までやり切ろう」との決意を新たにしましょう。

本日はお疲れ様でした。
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国際ロータリー第2680地区

　ガバナー  浅 木　幸 雄

国際ロータリー第2680地区　2019年５月出席報告

クラブ名

会 員 数

尼　　　崎
尼　崎　北
尼　崎　東
尼　崎　西
尼　崎　南
尼　崎　中
　小　計
伊　　　丹
川　　　西
伊 丹 有 明
川西猪名川
伊丹昆陽池
西宮イブニング
　小　計
西　　　宮
芦　　　屋
甲　子　園
西 宮 夙 川
芦　屋　川
西宮恵美寿
　小　計
宝　　　塚
三　　　田
篠　　　山
柏　　　原
宝塚武庫川
三　田　南
宝　塚　中
HYOGO REC
　小　計
神　　　戸
神　戸　東
神 戸 東 灘
神　戸　南
神 戸 六 甲
神 戸 ベ イ
　小　計
神　戸　西
神 戸 須 磨
神　戸　北
神 戸 垂 水
神 戸 西 神
神　戸　中
神戸モーニング
　小　計

例会数

3
4
4
4
4
4

4
4
1
3
3
3

4
4
4
4
3
4

3
3
3
4
4
4
4
3

3
4
3
3
3
4

4
4
3
3
4
3
4

総数

平均出席率
％

81.63
95.08
96.67
82.73
84.67
77.08
86.31
94.37
93.01
100.00
92.00
90.46
97.67
94.59
100.00
80.14
85.63
97.29
82.22
84.38
88.28
92.98
89.56
100.00
90.69
85.38
100.00
91.44
69.00
89.88
91.21
84.93
77.00
73.65
75.97
79.20
80.33
89.99
97.61
97.61
96.97
94.40
92.93
90.00
94.22

阪
神
第
二
　
　
６

阪
神
第
三
　
　
　
８

神
戸
第
一
　
　
６

神
戸
第
二
　
　
　
７

明　　　石
明　石　西
明　石　北
明　石　南
　小　計
高　　　砂
加　古　川
加古川中央
高 砂 青 松
加古川平成
　小　計
三　　　木
小 野 加 東
北　　　条
西　　　脇
三木みどり
　小　計
洲　　　本
南　淡　路
淡 路 三 原
津　　　名
あわじ中央
　小　計
姫　　　路
姫　路　南
姫　路　西
姫　路　東
神　　　崎
姫 路 中 央
　小　計
赤　　　穂
相　　　生
龍　　　野
上 郡 佐 用
　小　計
豊　　　岡
生　　　野
香　　　住
豊岡円山川
和　田　山
　小　計

東
播
第
一
　
４

東
播
第
二
　
　
５

東
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31
39
44
35
33
23
205
42
31
19
21
8
20
141
54
41
38
34
29
24
220
21
20
45
49
37
8
31
24
235
161
113
27
82
15
19
417
50
31
18
25
39
38
28
229

1
0
0
2
4
1
8
0
6
0
3
0
8
17
0
0
2
3
4
5
14
2
0
0
0
1
0
8
5
16
2
0
4
0
0
2
8
5
0
1
4
1
3
2
16

2
2
6
2
5
1
18
-2
0
-1
-3
-1
0
-7
-1
2
2
0
-1
1
3
-2
0
1
-2
0
0
1
1
-1
-6
4
2
2
1
1
4
-1
1
-4
1
-1
0
5
1

◆2019年５月末女性会員数………………　129人
◆2019年５月平均出席率…………………90.91％
◆増　減………………………………………  29人増

◆クラブ数……………………………………　73RC
◆2018年７月１日　クラブ会員数………2,763人
◆2019年５月末　　クラブ会員数………2,792人
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92.69
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89.16
84.44
84.41
84.93
89.30
86.45
100.00
92.10
100.00
96.90
97.84
97.37
91.43
91.66
95.83
87.39
91.30
91.52
90.24
100.00
84.07
100.00
83.67
100.00
93.00
94.83
100.00
97.30
100.00
98.03
96.69
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87.50
91.19
98.00
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73RC 90.91 2,763 118 29 11合
計

当月末会員数 増　減7/1の会員数 クラブ名

会 員 数

例会数

総数

平均出席率
％ うち

女性 総数 うち
女性 総数 うち

女性

当月末会員数 増　減7/1の会員数

33
41
50
37
38
24
223
40
31
18
18
7
20
134
53
43
40
34
28
25
223
19
20
46
47
37
8
32
25
234
155
117
29
84
16
20
421
49
32
14
26
38
38
33
230

1
0
2
2
4
3
12
0
6
0
3
0
8
17
0
0
2
3
4
4
13
1
0
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0
1
0
8
6
16
3
0
4
0
0
2
9
5
0
1
6
1
4
3
20

48
34
42
20
144
40
77
59
43
17
236
53
48
39
46
31
217
36
33
20
32
23
144
84
74
67
68
28
4

325
34
35
43
23
135
39
22
13
27
25
126

0
2
0
0
2
3
0
0
2
1
6
1
1
2
1
1
6
0
4
1
1
0
6
1
0
2
2
0
0
5
0
2
5
8
15
0
0
0
0
2
2

2‚792 129


